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日
本
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー

同
志
社
法
学　

六
八
巻
三
号�

二
一
五

一
〇
二
三

日
本
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー

―
―
広
報
文
化
外
交
の
概
念
変
容
―
―

張　
　
　
　
　

雪　
　

斌

は
じ
め
に

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
（
以
下
﹁
Ｐ
Ｄ
﹂
と
記
す
）
は
古
く
て
新
し
い
概
念
で
あ
る
。
外
国
国
民
の
自
国
に
対
す
る
認
識
、
態

度
が
自
国
の
外
交
環
境
に
与
え
る
影
響
に
関
す
る
研
究
や
外
交
現
場
で
の
実
践
は
長
い
歴
史
を
持
っ
て
い
る
。
時
代
と
国
際
情
勢
の
変
化
に

伴
い
、
外
国
の
大
衆
を
対
象
に
行
わ
れ
る
外
交
行
動
も
変
容
し
て
き
た
。
限
定
さ
れ
た
目
的
達
成
の
た
め
の
心
理
戦
、
広
範
囲
で
意
図
的
に

行
わ
れ
る
情
報
操
作
や
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
、
そ
し
て
一
方
的
な
政
策
、
文
化
に
関
す
る
発
信
で
あ
る
よ
う
な
文
化
外
交
と
い
っ
た
政
策
を
超
え
、

今
日
の
Ｐ
Ｄ
の
定
義
は
双
方
向
の
発
信
、
理
解
、
価
値
創
造
に
言
及
す
る
ま
で
に
発
展
し
て
き
た
。
近
年
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
深
化
、

情
報
通
信
技
術
の
進
歩
、
そ
し
て
世
界
規
模
の
市
民
社
会
化
に
対
応
で
き
る
﹁
新
た
な
Ｐ
Ｄ
﹂（N

ew
 P

ublic D
iplom

acy

）
を
模
索
す
る
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）

同
志
社
法
学　

六
八
巻
三
号�

二
一
六

日
本
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー

一
〇
二
四

研
究
が
数
多
く
現
れ
た
。
そ
の
多
く
は
、
長
期
的
な
目
標
設
定
、
民
間
ア
ク
タ
ー
の
協
力
と
参
加
や
、
社
会
的
、
文
化
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

活
用
も
強
調
し
て
い
る
（M

elissen, 2005; C
ow

an and A
rsenault, 2008; P

am
m

ent, 2013; Seib, 2009

な
ど
）。
こ
れ
ら
の
先
行
研

究
で
は
、
非
政
府
ア
ク
タ
ー
に
よ
る
Ｐ
Ｄ
へ
の
参
加
を
、
政
府
が
促
進
、
支
援
す
べ
き
で
あ
り
、
同
時
に
そ
れ
に
干
渉
し
て
は
な
ら
な
い
と

強
調
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
Ｐ
Ｄ
に
お
け
る
非
政
府
ア
ク
タ
ー
の
参
加
と
自
律
性
を
重
視
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
Ｐ
Ｄ
に
お
け
る
非
政
府
ア

ク
タ
ー
の
役
割
が
増
大
す
る
中
、
政
治
と
Ｐ
Ｄ
の
距
離
を
維
持
す
る
こ
と
が
Ｐ
Ｄ
実
施
国
と
対
象
国
の
相
互
信
頼
関
係
に
深
く
関
わ
っ
て
い

る
と
い
っ
た
認
識
は
、
近
年
日
米
欧
の
研
究
に
お
い
て
ほ
ぼ
コ
ン
セ
ン
サ
ス
と
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
自
律
性
を
保
障
す
べ
き
だ
と
い
う
新
た
な
共
通
認
識
は
、
Ｐ
Ｄ
の
持
つ
政
治
性
、
戦
略
性
を
否
定
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
ソ
フ

ト
・
パ
ワ
ー
論
を
提
起
し
、
後
に
ス
マ
ー
ト
・
パ
ワ
ー
の
重
要
性
を
説
く
ナ
イ
の
Ｐ
Ｄ
に
関
す
る
説
明
は
極
め
て
興
味
深
い
。
ナ
イ
に
よ
る

と
、
パ
ワ
ー
の
相
対
的
変
化
が
激
し
い
二
一
世
紀
に
お
い
て
、
超
大
国
ア
メ
リ
カ
を
含
む
諸
国
に
と
っ
て
、
ハ
ー
ド
・
パ
ワ
ー
の
み
を
追
求

す
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
ハ
ー
ド
・
パ
ワ
ー
と
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
を
合
わ
せ
た
ス
マ
ー
ト
・
パ
ワ
ー
戦
略
の
重
要
性
が
か
つ
て
な
い

ほ
ど
高
ま
っ
て
い
る
（N

ye, 2011

）。
情
報
の
信
頼
性
（credibility

）
と
、
自
己
批
判
を
す
る
能
力
と
非
政
府
ア
ク
タ
ー
の
役
割
に
対
す

る
理
解
な
く
し
て
、
Ｐ
Ｄ
で
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
と
ス
マ
ー
ト
・
パ
ワ
ー
を
活
用
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
（N

ye, 2008

）。
以
上
の
説
明
か

ら
わ
か
る
よ
う
に
、
今
日
の
Ｐ
Ｄ
研
究
は
大
別
し
て
二
つ
の
側
面
を
持
っ
て
い
る
。
一
つ
は
戦
略
性
で
あ
り
、
い
ま
一
つ
は
自
律
性
で
あ
る
。

二
つ
の
側
面
は
矛
盾
し
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
互
い
に
補
完
す
る
関
係
で
あ
る
。

　

Ｐ
Ｄ
の
概
念
、
範
囲
、
意
義
に
対
す
る
解
釈
は
時
代
、
国
に
よ
っ
て
異
な
る
。
Ｐ
Ｄ
の
一
般
的
な
定
義
に
関
し
て
は
、
本
稿
で
は
基
本
的

に
北
野
に
よ
る
説
明
を
援
用
し
、
以
下
の
よ
う
に
定
義
す
る
。﹁
Ｐ
Ｄ
と
は
、
自
国
の
対
外
的
な
利
益
と
目
的
の
達
成
に
資
す
る
べ
く
、
自

国
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
高
め
、
イ
メ
ー
ジ
を
向
上
さ
せ
、
相
互
発
信
、
交
流
に
よ
る
民
間
レ
ベ
ル
の
相
互
理
解
を
深
め
、
相
互
信
頼
関
係
を
促

進
す
る
よ
う
、
海
外
の
個
人
及
び
組
織
と
関
係
を
構
築
し
、
対
話
を
持
ち
、
情
報
を
発
信
し
、
交
流
す
る
な
ど
の
形
で
関
わ
る
活
動
で
あ
る
﹂
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日
本
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー

同
志
社
法
学　

六
八
巻
三
号�

二
一
七

一
〇
二
五

（
金
子
、
北
野
、
二
〇
〇
七
：
二
〇
）。

　

日
本
は
ア
ジ
ア
諸
国
の
中
で
は
い
ち
早
く
Ｐ
Ｄ
に
取
り
組
み
、
概
念
の
変
化
が
あ
っ
た
と
は
言
え
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
一
貫
し
て
Ｐ
Ｄ

を
行
っ
て
き
た
。
時
代
や
論
者
に
よ
っ
て
﹁
文
化
外
交
﹂
や
﹁
国
際
文
化
交
流
﹂
な
ど
の
概
念
が
使
用
さ
れ
て
き
た
が
、
外
務
省
大
臣
官
房

に
設
置
さ
れ
て
い
る
広
報
文
化
外
交
戦
略
課
の
英
語
名
称
がP

ublic D
iplom

acy Strategy D
ivision

）
1
（

で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
本
稿
で
は

日
本
の
Ｐ
Ｄ
を
﹁
広
報
文
化
外
交
﹂
と
言
い
換
え
る
こ
と
と
す
る
。
近
年
、
外
交
環
境
が
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
い
る
中
、
日
本
で
も
Ｐ

Ｄ
に
関
す
る
議
論
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。﹃
外
交
青
書
二
〇
一
四
﹄
第
一
章
第
三
節
、﹁
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
強
化
﹂
で

は
、
Ｐ
Ｄ
の
意
義
と
重
要
性
に
つ
い
て
、﹁
国
際
社
会
で
の
日
本
の
存
在
感
を
高
め
、
信
頼
さ
れ
る
日
本
の
姿
が
理
解
さ
れ
る
た
め
に
は
、

日
本
の
基
本
的
な
立
場
や
考
え
方
に
つ
い
て
内
外
に
積
極
的
に
発
信
す
る
と
と
も
に
、
日
本
の
多
様
な
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と
に
よ
り
、
日

本
へ
の
関
心
や
親
近
感
を
高
め
、
良
好
な
対
日
イ
メ
ー
ジ
の
形
成
に
努
め
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
﹂
と
強
調
さ
れ
て
い
る
。

　

日
本
の
広
報
文
化
外
交
に
つ
い
て
、
い
く
つ
も
の
優
れ
た
先
行
研
究
（
例
と
し
て
、
和
田
、
二
〇
〇
四；

戦
後
日
本
国
際
文
化
交
流
研
究

会
、
二
〇
〇
五；

松
村
、
二
〇
〇
二；

金
子
、
北
野
、
二
〇
〇
七；

二
〇
一
四；

金
子
、
二
〇
一
四
な
ど
）
が
存
在
し
、
広
報
文
化
外
交
の

変
遷
、
特
徴
や
課
題
を
理
解
す
る
の
に
極
め
て
重
要
な
知
見
を
提
供
し
て
い
る
。
し
か
し
、
変
容
す
る
内
外
環
境
の
中
、
広
報
文
化
外
交
の

概
念
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
、
対
外
戦
略
に
お
い
て
そ
の
役
割
が
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
き
た
か
、
と
い
う
問
い
に
対
し
て
は
、
先
行
研

究
の
み
で
は
十
分
な
答
え
を
得
ら
れ
て
い
な
い
。
本
論
で
詳
述
す
る
よ
う
に
、
冷
戦
期
の
日
本
に
と
っ
て
広
報
文
化
外
交
は
、
ア
メ
リ
カ
を

始
め
と
す
る
西
側
諸
国
と
円
滑
な
外
交
関
係
を
維
持
す
る
た
め
の
手
段
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
欧
米
先
進
諸
国
と
ア
ジ
ア
諸
国
を
つ
な
げ
、

軍
事
力
に
依
ら
な
い
﹁
貢
献
﹂
を
行
う
た
め
の
重
要
な
手
段
で
も
あ
っ
た
。
冷
戦
終
結
後
、
日
本
が
推
進
す
る
ア
ジ
ア
地
域
主
義
へ
の
広
報

文
化
外
交
に
よ
る
役
割
が
期
待
さ
れ
、
日
中
関
係
の
変
化
に
伴
い
、
中
国
も
広
報
文
化
外
交
の
重
要
な
対
象
国
と
な
っ
た
。
二
〇
〇
〇
年
代

以
降
、
中
国
の
台
頭
に
伴
う
パ
ワ
ー
・
シ
フ
ト
を
背
景
に
、
日
本
の
広
報
文
化
外
交
に
と
っ
て
、
中
国
は
重
要
な
対
象
国
だ
け
で
な
く
、
場
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同
志
社
法
学　

六
八
巻
三
号�

二
一
八

日
本
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー

一
〇
二
六

合
に
よ
っ
て
は
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
、
文
化
的
プ
レ
ゼ
ン
ス
競
争
の
ラ
イ
バ
ル
（H

ayden, 2012; H
eng, 2010

）
で
も
あ
っ
た
。
従
来
Ｐ
Ｄ

に
お
け
る
政
治
色
を
注
意
深
く
抑
え
て
き
た
日
本
は
、
な
ぜ
広
報
と
国
際
文
化
交
流
と
い
う
二
つ
の
概
念
を
統
合
さ
せ
、
広
報
文
化
外
交
に

お
け
る
戦
略
性
と
効
率
性
を
求
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
さ
ら
な
る
検
証
が
必
要
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
本
稿
は
一
九
七
〇
年
代
以
降
の
広
報
文
化
外
交
を
概
観
し
、
国
際
関
係
論
の
理
論
的
分
析
視
点
か
ら
広
報
文
化
外
交
の
概
念
の

変
容
を
検
証
す
る
。
具
体
的
に
は
、
ま
ず
第
Ⅰ
章
に
お
い
て
、
ネ
オ
・
リ
ア
リ
ズ
ム
、
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
ズ
ム
と
ネ
オ
ク
ラ
シ
カ
ル
・

リ
ア
リ
ズ
ム
と
い
う
三
つ
の
理
論
的
分
析
視
点
か
ら
、対
外
政
策
と
し
て
の
広
報
文
化
外
交
の
変
容
を
解
釈
す
る
可
能
性
を
簡
潔
に
述
べ
る
。

そ
し
て
、
第
Ⅱ
章
か
ら
第
Ⅳ
章
は
日
本
の
Ｐ
Ｄ
を
一
九
七
〇
年
代
か
ら
一
九
八
〇
年
代
、
一
九
八
〇
年
代
末
か
ら
一
九
九
〇
年
代
、
そ
し
て

二
〇
〇
〇
年
代
以
降
と
い
う
三
つ
の
時
期
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
の
Ｐ
Ｄ
の
特
徴
に
合
わ
せ
て
国
際
文
化
交
流
と
広
報
文
化
外
交
と
い

う
二
つ
の
概
念
を
中
心
に
論
じ
る
こ
と
と
す
る
。
お
わ
り
に
で
は
、
理
論
的
分
析
視
点
か
ら
そ
れ
ま
で
の
検
証
で
得
ら
れ
た
知
見
を
ま
と
め

る
。

Ⅰ　

理
論
的
分
析
視
点

　

ハ
イ
デ
ン
に
よ
れ
ば
、
各
国
の
Ｐ
Ｄ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
政
治
的
、
文
化
的
背
景
に
影
響
さ
れ
、
理
論
構
築
と
実
践
に
は
特
殊
性
が
存
在
す
る

（H
ayden, 2012: 169-209

）。
他
方
、
普
遍
性
を
強
調
す
る
理
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
で
日
本
と
他
国
と
の
違
い
を
説
明
し
、
日
本
と
諸
外
国
と

の
相
互
作
用
を
検
証
す
る
こ
と
は
ま
た
、
広
報
文
化
外
交
の
特
殊
性
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
で
あ
ろ
う
。
各
国
の
Ｐ
Ｄ
に
存
在
す
る
普
遍

性
と
そ
れ
ぞ
れ
の
特
殊
性
と
い
う
二
つ
の
視
点
を
統
合
す
る
た
め
に
も
、対
外
政
策
の
理
論
分
析
と
地
域
研
究
の
融
合
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
は
以
下
の
理
論
的
分
析
視
点）

2
（

を
提
示
し
た
上
で
、
広
報
文
化
外
交
に
対
す
る
分
析
を
行
う
。
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日
本
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー

同
志
社
法
学　

六
八
巻
三
号�

二
一
九

一
〇
二
七

１　

ネ
オ
・
リ
ア
リ
ズ
ム
の
分
析
視
点

　

世
界
秩
序
と
パ
ワ
ー
の
配
分
を
重
視
し
、
国
家
が
合
理
的
思
考
に
基
づ
き
、
パ
ワ
ー
を
追
求
す
る
と
主
張
す
る
ネ
オ
・
リ
ア
リ
ズ
ム
の
視

点
か
ら
す
れ
ば
、
日
本
に
と
っ
て
、
戦
略
的
に
広
報
文
化
外
交
を
展
開
し
、
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
を
追
求
す
る
こ
と
は
当
然
の
選
択
で
あ
る
と

い
え
る
。
ラ
イ
バ
ル
で
あ
る
中
国
が
台
頭
す
る
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、
精
力
的
に
公
共
外
交
の
理
論
構
築
と
実
践
を
行
っ
て
き
た
た
め
、
日

本
が
広
報
文
化
外
交
に
注
力
し
、
自
国
の
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
を
強
化
す
る
こ
と
で
中
国
に
対
し
バ
ラ
ン
シ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
つ
ま
り
、
中
国
の
台
頭
に
よ
る
パ
ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
変
化
が
広
報
文
化
外
交
の
変
容
を
促
し
た
と
い
う
仮
説
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
日
米
関
係
の
変
化
が
広
報
文
化
外
交
の
概
念
変
容
に
与
え
た
影
響
を
軽
視
す
る
わ
け
に
は

い
か
な
い
点
で
あ
る
。
広
報
文
化
外
交
、
あ
る
い
は
一
九
七
〇
年
代
に
文
化
交
流
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
る
背
景
に
は
、
日
本
が
ア
メ
リ
カ

に
次
ぐ
経
済
大
国
と
な
り
、
ま
さ
に
台
頭
す
る
国
と
し
て
見
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
は
た
し
て
日
本
が
中
国
の
台
頭
と
い
う
新
た

な
課
題
を
抱
え
る
以
前
、
広
報
文
化
外
交
に
お
い
て
、
超
大
国
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
を
い
か
に
捉
え
て
い
た
の
か
は
注
意
深
く
検
証
す
る
必
要

が
あ
る
。
仮
に
日
本
が
、
中
国
の
台
頭
が
始
ま
る
ま
で
、
広
報
文
化
外
交
を
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
増
強
、
バ
ラ
ン
シ
ン
グ
の
手
段
と
見
な
し
て

い
な
か
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
広
報
文
化
外
交
の
変
化
に
対
し
、
パ
ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
論
理
の
み
で
は
説
明
能
力
に
限
界
が
あ
る
と
言
わ
ざ
る

を
得
な
い
だ
ろ
う
。

２　

コ
ン
ス
ト
ラ
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
ズ
ム
の
分
析
視
点

　

戦
後
の
日
本
は
長
い
間
、
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
Ｐ
Ｄ
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
た
。
日
米
間
の
文
化
交
流
に
お
い
て
、
財
団
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
有

力
な
個
人
の
よ
う
な
非
政
府
ア
ク
タ
ー
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
、
政
府
に
よ
る
Ｐ
Ｄ
の
土
台
を
提
供
し
た
と
い
え
る
。
一
党
独
裁
国
家
で

あ
る
中
国
に
対
し
、
戦
後
の
日
本
は
民
主
主
義
国
家
で
あ
り
、
市
民
社
会
が
よ
り
成
熟
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
日
本
は
西
側
陣
営
の
一
員
、



（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
八
巻
三
号�

二
二
〇

日
本
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー

一
〇
二
八

米
国
の
同
盟
国
と
し
て
欧
米
諸
国
と
文
化
交
流
の
経
験
を
持
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
背
景
に
鑑
み
、
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
ズ
ム
の
視
点

か
ら
す
れ
ば
、
日
本
は
Ｐ
Ｄ
に
関
す
る
理
念
、
規
範
を
﹁
学
習
﹂
し
、
受
容
し
て
き
た
と
の
仮
説
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
も
注

意
す
べ
き
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
日
本
の
政
策
関
係
者
と
有
識
者
に
よ
る
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
と
い
う
概
念
に
対
す
る
理
解
で
あ
る
。
次
節
で
詳

述
す
る
よ
う
に
、
日
本
で
も
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
、
と
り
わ
け
二
〇
〇
〇
年
代
後
半
以
降
に
お
い
て
、
広
報
文
化
外
交
の
戦
略
性
と
効
率
性

が
盛
ん
に
議
論
さ
れ
、
広
報
文
化
外
交
の
も
つ
、
日
本
の
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
を
強
化
す
る
役
割
が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
変
化
が

ど
の
よ
う
な
背
景
で
生
じ
、
広
報
文
化
外
交
に
お
け
る
非
政
府
ア
ク
タ
ー
の
自
律
性
と
と
も
に
、
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
増
強
を
巡
る
戦
略
性
が

強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
は
慎
重
に
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
。
仮
に
こ
の
プ
ロ
セ
ス
に
、
日
米
中
の
相
対
的
な
パ
ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
変

化
に
対
す
る
認
識
が
関
連
し
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
Ｐ
Ｄ
の
理
念
に
対
す
る
学
習
効
果
、
あ
る
い
は
ボ
ト
ム
・
ア
ッ
プ
型
の
規
範
の
受
容
に

よ
る
説
明
の
能
力
は
限
定
的
な
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
。

３　

ネ
オ
ク
ラ
シ
カ
ル
・
リ
ア
リ
ズ
ム
の
分
析
視
点

　

客
観
的
な
パ
ワ
ー
分
布
が
国
家
の
行
動
を
制
限
す
る
と
主
張
す
る
ネ
オ
・
リ
ア
リ
ズ
ム
に
対
し
、
ネ
オ
ク
ラ
シ
カ
ル
・
リ
ア
リ
ズ
ム
は
パ

ワ
ー
分
布
に
対
す
る
ア
ク
タ
ー
の
認
識
と
国
内
政
治
の
要
因
を
分
析
の
射
程
に
入
れ
て
い
る
。
ネ
オ
ク
ラ
シ
カ
ル
・
リ
ア
リ
ズ
ム
の
分
析
で

は
、
政
策
関
係
者
の
認
識
の
変
化
や
国
内
政
治
の
変
化
は
国
際
シ
ス
テ
ム
と
対
外
政
策
の
間
に
あ
る
媒
介
と
し
て
捉
え
ら
れ
、
こ
の
点
は
純

粋
な
国
内
政
治
研
究
と
も
異
な
る
。
つ
ま
り
、
国
際
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
政
策
関
係
者
の
誤
解
や
国
内
政
治
に
お
け
る
戦
略
資
源
動
員
の
失

敗
は
国
家
の
対
外
政
策
を
左
右
す
る
が
、
ア
ク
タ
ー
の
行
動
は
あ
く
ま
で
国
際
シ
ス
テ
ム
へ
の
対
応
だ
と
さ
れ
る
。
中
国
の
公
共
外
交
に
対

す
る
分
析
（
張
、
二
〇
一
五
）
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
国
家
間
の
パ
ワ
ー
分
布
に
注
目
し
つ
つ
、
ア
ク
タ
ー
の
間
主
観
性
を
分
析
射
程
に
入

れ
る
ネ
オ
ク
ラ
シ
カ
ル
・
リ
ア
リ
ズ
ム
の
分
析
視
点
は
、
ネ
オ
・
リ
ア
リ
ズ
ム
と
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
ズ
ム
の
説
明
を
補
強
し
た
の
で
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日
本
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー

同
志
社
法
学　

六
八
巻
三
号�

二
二
一

一
〇
二
九

あ
る
。
日
本
の
広
報
文
化
外
交
の
場
合
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
周
知
の
よ
う
に
、
戦
後
日
本
の
対
外
政
策
に
と
っ
て
、
同
盟
国
で
あ
り
、
超

大
国
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
と
、
自
ら
が
位
置
す
る
ア
ジ
ア
は
常
に
重
要
な
軸
を
な
し
て
い
た
。
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
、
中
国
の
台
頭
に
伴
う
ア

ジ
ア
地
域
に
お
け
る
パ
ワ
ー
・
シ
フ
ト
に
よ
り
、
日
本
が
直
面
す
る
外
交
環
境
が
大
き
く
変
容
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
ネ
オ
ク
ラ
シ
カ
ル
・

リ
ア
リ
ズ
ム
の
視
点
か
ら
す
れ
ば
、
日
本
は
、
同
盟
国
で
あ
り
超
大
国
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
と
、
ラ
イ
バ
ル
で
あ
り
台
頭
す
る
中
国
に
対
し
、

異
な
る
見
方
と
問
題
意
識
を
持
ち
、
広
報
文
化
外
交
に
対
す
る
解
釈
を
調
整
し
つ
つ
、
対
応
し
て
き
た
と
の
仮
説
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
し
て
、
注
目
す
べ
き
は
、
ハ
ー
ド
・
パ
ワ
ー
に
よ
る
バ
ラ
ン
シ
ン
グ
と
い
う
選
択
肢
が
制
限
さ
れ
て
い
る
日
本
の
政
治
エ
リ
ー
ト
た
ち
に

と
っ
て
、
広
報
文
化
外
交
が
果
た
し
う
る
役
割
は
時
代
に
よ
っ
て
、
そ
し
て
国
内
外
環
境
の
変
化
に
対
す
る
問
題
意
識
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う

に
異
な
る
か
で
あ
る
。

　

以
上
の
理
論
的
分
析
視
点
を
踏
ま
え
、
以
下
各
章
で
は
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
の
日
本
に
お
い
て
、
広
報
文
化
外
交
が
ど
の
よ
う
な
問
題

意
識
に
基
づ
き
解
釈
、
期
待
さ
れ
、
そ
し
て
実
施
さ
れ
て
き
た
か
を
検
証
す
る
。
検
証
に
当
た
っ
て
、
と
り
わ
け
注
目
す
る
の
は
Ｐ
Ｄ
を
巡

る
自
律
性
と
戦
略
性
変
化
や
、
日
本
に
と
っ
て
重
要
な
関
係
国
で
あ
る
米
中
両
国
が
広
報
文
化
外
交
に
お
け
る
位
置
づ
け
の
変
化
で
あ
る
。

Ⅱ　

一
九
七
〇
年
代
か
ら
一
九
八
〇
年
代
ま
で
の
国
際
文
化
交
流

　

以
下
各
章
で
詳
述
す
る
よ
う
に
、
Ｐ
Ｄ
、
あ
る
い
は
広
報
文
化
外
交
の
概
念
が
広
く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
二
〇
〇
〇
年
代
以
降

で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
の
間
、
Ｐ
Ｄ
に
準
ず
る
概
念
と
し
て
﹁
国
際
文
化
交
流
﹂
が
一
般
的
に
使
用
さ
れ
て
い
た
。
文
化
は
と
り
わ
け
二
〇
〇

〇
年
代
以
前
に
お
い
て
、
し
ば
し
ば
政
治
や
経
済
と
対
比
す
る
概
念
と
し
て
語
ら
れ
て
い
た
が
、
国
際
文
化
交
流
と
後
の
広
報
文
化
外
交
に

は
外
交
政
策
と
し
て
の
戦
略
性
が
常
に
伴
っ
て
い
た
。
今
日
に
お
い
て
、
日
本
の
広
報
文
化
外
交
は
外
務
省
な
ど
の
政
府
省
庁
や
外
務
省
管



（　
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同
志
社
法
学　

六
八
巻
三
号�

二
二
二

日
本
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー

一
〇
三
〇

轄
の
特
殊
法
人
国
際
交
流
基
金
（
以
下
、
交
流
基
金
と
記
す
）、
そ
し
て
政
府
の
支
援
を
受
け
る
多
く
の
民
間
ア
ク
タ
ー
に
担
わ
れ
て
お
り
、

日
本
の
対
外
政
策
を
巡
る
広
報
や
文
化
の
発
信
だ
け
で
な
く
、
多
様
な
双
方
向
文
化
活
動
、
国
際
交
流
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

戦
後
の
日
本
は
占
領
期
と
経
済
の
復
興
を
経
て
、
一
九
七
〇
年
代
初
頭
に
お
い
て
本
格
的
に
Ｐ
Ｄ
を
再
開
し
た
。
一
九
七
一
年
に
起
こ
っ

た
い
わ
ゆ
る
ニ
ク
ソ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
は
日
本
政
府
と
社
会
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
、
日
米
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ギ
ャ
ッ
プ
に
対
す

る
危
機
感
を
強
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
背
景
の
中
、
一
九
七
二
年
一
〇
月
に
、
国
際
文
化
交
流
を
推
進
す
る
た
め
の
専
門
機
関

で
あ
る
交
流
基
金
が
設
立
さ
れ
た
。
近
年
、
外
交
史
料
の
開
示
に
伴
い
、
外
交
史
の
視
点
か
ら
交
流
基
金
が
設
立
さ
れ
る
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス

や
そ
れ
以
前
の
広
報
文
化
外
交
を
検
証
し
た
研
究
（
例
と
し
て
、
楠
、
二
〇
一
五；

牟
、
二
〇
一
六
）
も
増
え
て
き
た
。
本
稿
は
そ
れ
ら
の

研
究
を
参
考
に
し
つ
つ
、
交
流
基
金
が
設
立
さ
れ
た
以
降
の
時
期
を
中
心
に
分
析
を
行
う
と
す
る
。

　

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
で
疲
弊
す
る
ア
メ
リ
カ
と
は
対
照
的
に
、
日
本
は
戦
後
復
興
と
高
度
経
済
成
長
を
経
て
、
一
九
七
〇
年
代
初
頭
に
お
い
て

す
で
に
世
界
第
二
の
経
済
大
国
に
ま
で
成
長
し
て
い
た
。
し
か
し
、
周
知
の
よ
う
に
、
経
済
力
が
著
し
く
増
強
し
た
反
面
、
冷
戦
下
に
お
い

て
西
側
陣
営
の
一
員
と
し
て
の
日
本
は
、
軍
事
面
で
の
貢
献
が
限
ら
れ
て
い
た
。
当
時
の
日
本
に
対
し
、
ア
メ
リ
カ
を
始
め
と
す
る
西
側
陣

営
に
お
い
て
、
い
わ
ゆ
る
﹁
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
・
ア
ニ
マ
ル
﹂
の
よ
う
な
批
判
が
広
が
っ
て
い
た
。
一
九
七
一
年
に
、
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
大
統

領
特
別
補
佐
官
が
北
京
を
訪
問
し
、
そ
し
て
、
金
と
ド
ル
の
交
換
停
止
と
対
日
輸
入
課
徴
金
を
含
む
ド
ル
防
衛
が
い
ず
れ
も
日
本
と
の
事
前

協
議
な
し
に
行
わ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
問
題
に
対
し
強
い
危
機
意
識
を
持
つ
福
田
赳
夫
が
佐
藤
内
閣
の
外
務
大
臣
に
就
任
し
、
対
米
交
流
を
強

力
に
推
進
す
る
た
め
の
大
型
基
金
を
設
置
す
る
、﹁
福
田
構
想
﹂
を
打
ち
出
し
た
（
国
際
交
流
基
金
一
五
年
史
編
纂
委
員
会
、
一
九
九
〇
：

一
五
︱
一
九
）。
後
に
福
田
が
当
時
の
背
景
を
踏
ま
え
、
以
下
の
よ
う
に
交
流
基
金
設
立
の
重
要
性
に
対
す
る
認
識
を
示
し
て
い
る
。﹁
日
本

が
第
二
次
大
戦
の
反
省
に
立
脚
し
て
、
決
し
て
軍
事
大
国
へ
の
道
を
選
ば
な
い
と
決
意
し
た
以
上
、
資
源
の
乏
し
い
国
で
あ
る
わ
が
国
に
と

っ
て
は
、
世
界
の
平
和
と
繁
栄
の
中
で
国
の
繁
栄
を
は
か
る
こ
と
以
外
に
は
、
生
き
る
道
は
あ
り
え
な
い
と
い
う
状
況
の
中
で
、
わ
が
国
が
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日
本
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー

同
志
社
法
学　

六
八
巻
三
号�

二
二
三

一
〇
三
一

世
界
の
た
め
に
貢
献
し
う
る
国
家
と
な
る
こ
と
が
基
本
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
諸
外
国
と
の
相
互
理
解
の
増
進
ほ
ど
重
要
な
も
の
は
な

い
と
考
え
た
﹂（
福
田
、
一
九
八
七
）。
そ
し
て
、
一
九
七
二
年
の
外
交
青
書
は
文
化
交
流
事
業
を
推
進
す
る
意
義
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う

に
説
明
を
し
て
い
る
。﹁
平
和
憲
法
に
よ
つ
て
国
際
紛
争
解
決
の
手
段
と
し
て
の
戦
争
を
放
棄
し
・
平
和
国
家
・
文
化
国
家
と
し
て
国
際
社

会
の
中
で
積
極
的
役
割
を
演
ず
る
こ
と
を
最
高
の
国
是
と
し
て
い
る
わ
が
国
に
と
つ
て
、
永
続
す
る
平
和
の
前
提
た
る
諸
国
民
間
の
相
互
理

解
・
友
好
的
感
情
を
醸
成
す
る
こ
と
は
、
い
わ
ば
わ
が
国
外
交
の
基
本
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
﹂。﹁
文
化
を
通
じ
諸
国
民
が
心
と
心
の

つ
な
が
り
を
も
つ
こ
と
は
国
際
関
係
に
お
い
て
や
や
も
す
れ
ば
生
じ
易
い
誤
解
や
偏
見
を
是
正
し
、
不
信
や
疑
惑
を
と
り
の
ぞ
く
上
に
は
か

り
し
れ
な
い
意
味
を
も
つ
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
﹂（
外
交
青
書
一
六
号
）。
以
上
の
記
述
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
日
本
の
外
交
政
策
関
係
者
は

当
時
の
外
交
環
境
の
変
化
に
対
し
強
い
危
機
感
を
持
っ
て
い
た
が
、対
応
と
し
て
軍
事
的
な
資
源
を
動
員
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
た
め
、

﹁
誤
解
や
偏
見
﹂
を
是
正
す
る
た
め
の
文
化
交
流
が
代
わ
り
に
期
待
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

一
九
七
二
年
一
〇
月
、
国
会
で
の
審
議
と
他
省
庁
と
の
調
整
を
経
て
、
交
流
基
金
が
正
式
に
発
足
し
た
。
一
九
七
二
年
六
月
一
日
に
施
行

さ
れ
た
﹁
国
際
交
流
基
金
法
﹂
で
は
、
交
流
基
金
の
目
的
に
つ
い
て
﹁
わ
が
国
に
対
す
る
諸
外
国
の
理
解
を
深
め
、
国
際
相
互
理
解
を
増
進

す
る
と
と
も
に
、
国
際
友
好
親
善
を
促
進
す
る
た
め
、
国
際
文
化
交
流
を
効
率
的
に
行
い
、
も
つ
て
世
界
の
文
化
の
向
上
及
び
人
類
の
福
祉

に
貢
献
す
る
こ
と
﹂（
国
際
交
流
基
金
一
五
年
史
編
纂
委
員
会
、
一
九
九
〇
：
二
三
五
）
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
目
的
に
関
す
る
説
明
が
示

す
よ
う
に
、
交
流
基
金
は
設
立
当
初
か
ら
文
化
の
一
方
的
な
発
信
で
な
く
、
相
互
の
交
流
と
理
解
を
重
視
し
、
自
国
の
国
益
だ
け
で
な
く
、

い
わ
ゆ
る
国
際
益
を
も
強
調
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
当
時
で
は
文
化
交
流
と
単
純
な
対
外
広
報
の
関
係
も
意
識
さ
れ
、
外
務
省
で

は
、
海
外
広
報
と
文
化
交
流
は
組
織
上
明
確
に
区
別
さ
れ
て
い
た
。
前
者
は
情
報
文
化
局
の
海
外
広
報
課
所
管
で
あ
る
の
に
対
し
、
後
者
は

同
局
の
文
化
第
一
課
と
第
二
課
の
担
当
業
務
で
あ
り
、
交
流
基
金
が
第
一
課
所
管
の
も
と
に
設
置
さ
れ
て
い
た
（
杉
山
、
一
九
八
四
：
三
〇
）。

杉
山
に
よ
る
と
、
政
治
的
な
宣
伝
（
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
）
と
文
化
交
流
の
区
別
が
不
明
確
な
社
会
主
義
国
や
全
体
主
義
国
に
対
し
、
日
本
は
欧
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同
志
社
法
学　

六
八
巻
三
号�

二
二
四

日
本
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー

一
〇
三
二

米
諸
国
同
様
、
海
外
広
報
と
文
化
交
流
の
区
別
を
意
識
し
て
い
た
と
い
う
。

　

交
流
基
金
が
設
立
さ
れ
た
政
治
的
、
外
交
的
背
景
に
鑑
み
、
ア
メ
リ
カ
を
事
業
の
最
重
要
地
域
に
設
定
し
た
こ
と
は
不
思
議
で
は
な
か
っ

た
。
そ
し
て
、
そ
の
背
景
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の
一
方
的
負
担
で
実
行
さ
れ
て
き
た
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
計
画
に
対
し
、
日
本
も
応
分
の
貢
献
を
し

て
ほ
し
い
と
の
米
国
側
の
要
請
が
あ
っ
た
（
国
際
交
流
基
金
一
五
年
史
編
纂
委
員
会
、
一
九
九
〇
：
一
九
）。
米
国
の
要
請
に
対
し
、
日
本

の
有
識
者
の
間
で
も
一
方
的
に
米
国
側
の
資
金
に
依
存
す
る
状
況
を
見
直
し
、
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
委
員
会
や
フ
ォ
ー
ド
財
団
な
ど
に
匹
敵
す
る

よ
う
な
大
型
財
団
を
設
立
す
る
構
想
が
あ
っ
た
（
国
際
交
流
基
金
三
〇
年
史
編
纂
室
、
二
〇
〇
六
：
二
〇
）。
当
時
基
金
専
務
理
事
で
あ
っ

た
斎
木
は
、
ア
メ
リ
カ
に
活
動
の
重
点
を
置
い
た
理
由
に
つ
い
て
、﹁
日
米
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ギ
ャ
ッ
プ
が
、
基
金
設
立
の
き

っ
か
け
の
一
つ
で
あ
っ
た
﹂（
中
略
）、﹁
ま
た
戦
後
、
文
化
交
流
に
お
い
て
、
日
本
は
ア
メ
リ
カ
の
援
助
を
一
方
的
に
受
け
て
い
た
と
い
う

事
情
も
あ
り
、
今
度
は
こ
ち
ら
か
ら
も
協
力
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
﹂）

3
（

と
述
べ
た
。
当
時
交
流
基
金
監
事
を
務
め
て
い
た
楠
田
實
は
、

一
九
八
九
年
に
行
わ
れ
た
座
談
会
に
お
い
て
、交
流
基
金
発
足
当
時
の
状
況
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
回
顧
し
た
。﹁
現
在
わ
が
国
の
政
、官
、

学
界
等
の
指
導
的
立
場
に
あ
る
人
々
が
、
ガ
リ
オ
ア
・
エ
ロ
ア
、
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
な
ど
の
留
学
生
と
し
て
、
戦
後
ア
メ
リ
カ
の
お
か
げ
で
勉

強
が
で
き
た
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
日
本
も
こ
こ
ま
で
経
済
大
国
に
な
っ
た
の
で
、
ア
メ
リ
カ
に
対
し
て
少
し
お
返
し
を
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
考
え
方
が
で
て
き
て
、
こ
う
い
う
構
想
が
実
っ
て
き
た
﹂（
国
際
交
流
基
金
一
五
年
史
編
纂
委
員
会
、
一
九
九
〇
：

一
八
五
）。
彼
ら
の
発
言
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
当
時
日
本
の
文
化
交
流
に
携
わ
っ
て
い
た
関
係
者
、
有
識
者
の
多
く
は
日
米
関
係
の
変
化

だ
け
を
意
識
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、
戦
後
米
国
側
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
で
進
め
ら
れ
て
き
た
、
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
交
流
事
業
な
ど
に
対
す
る

思
い
も
強
か
っ
た
と
い
え
る
。
そ
の
よ
う
な
中
、
交
流
基
金
の
基
幹
事
業
で
あ
る
人
物
交
流
事
業
で
は
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
招
聘
者
数
は
一

九
八
〇
年
代
前
半
ま
で
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
て
い
た
（
国
際
交
流
基
金
一
五
年
史
編
纂
委
員
会
、
一
九
九
〇
：
一
〇
〇
︱
一
〇
五
）。

前
述
し
た
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
だ
け
で
な
く
、
ア
ジ
ア
も
日
本
の
文
化
交
流
に
お
け
る
主
要
な
対
象
地
域
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
従
来
の
日
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日
本
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー

同
志
社
法
学　

六
八
巻
三
号�

二
二
五

一
〇
三
三

本
の
文
化
交
流
に
は
ア
メ
リ
カ
か
ら
学
び
、
ア
ジ
ア
で
実
践
す
る
と
い
う
傾
向
が
あ
り
（
戦
後
日
本
国
際
文
化
交
流
研
究
会
、
二
〇
〇
五
：

一
一
）、
北
東
ア
ジ
ア
諸
国
を
含
む
ア
ジ
ア
が
国
際
文
化
交
流
に
お
い
て
、
米
国
と
並
ぶ
一
つ
の
主
軸
に
な
る
に
は
さ
ら
に
時
間
を
要
し
た
。

　

一
九
六
〇
年
代
以
降
、﹁
経
済
大
国
﹂
の
実
質
を
備
え
な
が
ら
、
ア
ジ
ア
地
域
秩
序
に
積
極
的
な
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
取
ろ
う
と
し
な
か

っ
た
日
本
に
対
し
、
不
満
を
抱
い
た
の
は
疲
弊
す
る
ア
メ
リ
カ
だ
け
で
な
く
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
も
そ
う
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
ア
ジ
ア
へ

の
関
与
を
縮
小
さ
せ
る
ア
メ
リ
カ
の
替
わ
り
に
ア
ジ
ア
地
域
へ
の
影
響
力
を
拡
大
さ
せ
る
日
本
の
姿
は
ま
た
中
国
に
と
っ
て
警
戒
の
対
象
と

な
っ
た
（
井
上
、
二
〇
一
五
：
一
三
八
︱
一
三
九
）。
一
九
七
四
年
田
中
角
栄
首
相
が
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
を
訪
問
す
る
際
に
起
き
た
反
日
暴

動
と
日
中
国
交
正
常
化
を
背
景
に
、
一
九
七
〇
年
代
半
ば
以
降
、
日
本
の
文
化
交
流
に
お
け
る
ア
ジ
ア
の
比
重
が
急
速
に
拡
大
し
て
い
っ
た

（
和
田
：
二
〇
〇
四
）。
一
九
七
七
年
八
月
、
福
田
赳
夫
首
相
が
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
を
歴
訪
し
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
マ
ニ
ラ
で
ス
ピ
ー
チ
を
行
い
、

日
本
の
対
東
南
ア
ジ
ア
政
策
を
説
明
し
た
。
福
田
は
こ
の
い
わ
ゆ
る
﹁
福
田
ド
ク
ト
リ
ン
﹂
で
あ
る
ス
ピ
ー
チ
に
お
い
て
、
日
本
が
軍
事
大

国
の
道
を
歩
ま
ず
、
そ
の
代
わ
り
に
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
メ
ン
バ
ー
諸
国
と
の
経
済
協
力
と
文
化
交
流
を
促
進
す
る
方
針
を
発
表
し
た
。
福
田

は
ス
ピ
ー
チ
に
お
い
て
、﹁
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
民
の
一
人
一
人
と
日
本
国
民
の
一
人
一
人
と
の
間
に
心
と
心
の
触
れ
合
う
相
互
理
解
を
育
て

て
行
く
た
め
に
、
文
化
交
流
が
果
す
重
要
な
役
割
は
、
あ
ら
た
め
て
多
言
を
要
し
ま
せ
ん
﹂
と
述
べ
た
。
そ
し
て
、
文
化
交
流
で
は
、
日
本

か
ら
東
南
ア
ジ
ア
へ
の
一
方
的
な
発
信
で
は
な
く
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
優
れ
た
文
化
を
日
本
に
も
紹
介
す
べ
き
だ
と
の
認
識
を
示
し
、
経

済
協
力
だ
け
で
な
く
、
文
化
交
流
に
お
け
る
対
等
の
関
係
を
強
調
し
た
（
外
交
青
書
二
二
号
）。
福
田
ド
ク
ト
リ
ン
か
ら
読
み
取
れ
る
の
は
、

日
本
の
オ
ー
バ
ー
・
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
警
戒
す
る
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
に
対
す
る
、
文
化
交
流
に
お
け
る
慎
重
な
配
慮
で
あ
る
（
宮
地
、
二
〇
一

三
：
一
五
九
︱
一
六
一
）。
こ
の
一
方
的
な
発
信
よ
り
相
互
交
流
、
相
互
理
解
を
重
視
す
る
姿
勢
は
、
後
の
日
本
に
よ
る
対
ア
ジ
ア
文
化
外

交
の
方
針
に
な
っ
た
と
い
え
る
。

　

日
本
の
対
東
南
ア
ジ
ア
政
策
の
転
換
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
、
中
国
で
は
文
化
大
革
命
が
終
息
に
向
か
い
、
改
革
開
放
政
策
と
と
も
に
、
対
外
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同
志
社
法
学　

六
八
巻
三
号�

二
二
六

日
本
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー

一
〇
三
四

政
策
の
転
換
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
た
。﹁
福
田
ド
ク
ト
リ
ン
﹂
が
発
表
さ
れ
た
一
年
後
で
あ
る
一
九
七
八
年
八
月
に
、
日
中
平
和
友
好
条

約
が
締
結
さ
れ
、
さ
ら
に
翌
年
の
一
九
七
九
年
に
は
、
日
中
文
化
協
定
が
結
ば
れ
、
日
本
の
文
化
交
流
事
業
に
中
国
が
正
式
に
対
象
国
と
し

て
登
場
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
政
治
、
外
交
上
の
動
向
に
伴
い
、
交
流
基
金
で
は
歌
舞
伎
と
京
劇
の
交
換
公
演
な
ど
を
行
い
、
対
中
国

日
本
語
教
育
特
別
計
画
を
打
ち
出
し
た
。
と
り
わ
け
日
本
語
教
育
事
業
の
一
環
で
あ
る
北
京
日
本
語
研
修
セ
ン
タ
ー
は
画
期
的
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
そ
の
後
の
交
流
基
金
の
事
業
展
開
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
さ
れ
る
（
国
際
交
流
基
金
一
五
年
史
編
纂
委
員
会
、一
九
九
〇
：

三
七
︱
四
一
）。
当
時
の
大
平
政
権
は
﹁
環
太
平
洋
連
帯
構
想
﹂
を
打
ち
出
し
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
先
進
諸
国
だ
け
で
な
く
、

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱
え
る
ア
ジ
ア
の
発
展
途
上
国
と
の
関
係
も
重
視
し
て
い
た
。
経
済
、
文
化
の
両
面
で
西
側
諸
国
と
協
力
し
、
ア
ジ
ア

に
お
け
る
唯
一
の
先
進
国
と
し
て
の
立
場
を
活
用
し
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
協
力
枠
組
み
の
構
築
に
意
欲
を
示
し
た）

4
（

の
で
あ
る
。

中
国
に
対
す
る
経
済
、
技
術
面
の
支
援
や
日
本
語
教
育
を
含
む
文
化
交
流
も
そ
の
目
標
を
実
現
す
る
た
め
の
政
策
の
一
環
で
あ
っ
た
。
当
時

の
中
国
は
十
年
以
上
も
続
い
た
文
化
大
革
命
を
収
束
さ
せ
、
改
革
開
放
政
策
の
た
め
に
西
側
諸
国
の
協
力
を
求
め
て
い
た
。
日
本
は
そ
う
し

た
中
国
の
改
革
開
放
を
支
援
す
る
た
め
、
援
助
協
力
政
策
と
合
わ
せ
、
中
国
に
お
け
る
日
本
語
教
育
や
日
本
文
化
の
紹
介
活
動
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
た
（
国
際
交
流
基
金
三
〇
年
史
編
纂
室
編
、
二
〇
〇
六
：
四
五
︱
四
八
）。
長
い
間
国
際
社
会
、
と
り
わ
け
西
側
諸
国
と
の
交
流
を
ほ

と
ん
ど
持
た
な
か
っ
た
中
国
の
改
革
開
放
路
線
を
安
定
化
さ
せ
、
西
側
諸
国
と
の
協
調
的
な
関
係
を
維
持
さ
せ
る
こ
と
は
日
本
の
重
要
な
外

交
課
題
で
あ
り
、
対
中
文
化
交
流
は
そ
の
よ
う
な
明
確
な
目
標
設
定
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
他
方
、
大
平
に
よ
る
北
京
政
協
礼
堂
で
の

ス
ピ
ー
チ
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
日
本
は
中
国
に
対
す
る
経
済
協
力
と
文
化
交
流
を
積
極
的
に
推
進
す
る
姿
勢
を
示
し
た
と
同
時
に
、
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
や
そ
の
他
の
西
側
先
進
国
に
対
す
る
配
慮
を
怠
ら
な
か
っ
た
。
大
平
は
同
演
説
の
中
で
、
日
本
の
中
国
に
対
す
る
経
済
協
力
は

そ
の
他
の
発
展
途
上
国
、
な
か
ん
ず
く
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
と
の
関
係
を
犠
牲
に
し
な
い
、
そ
し
て
、
日
本
に
よ
る
経
済
協
力
は
中
国
市
場
の

独
占
す
る
た
め
で
な
く
、
日
中
関
係
は
排
他
的
な
も
の
に
し
な
い
と
強
調
し
た
（
霞
山
会
、
一
九
九
三
：
二
〇
七
︱
二
一
三
）。
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日
本
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー

同
志
社
法
学　

六
八
巻
三
号�

二
二
七

一
〇
三
五

　

一
方
、
一
九
八
〇
年
代
に
は
、
日
本
が
経
済
大
国
に
な
る
に
つ
れ
、
欧
米
諸
国
と
の
貿
易
摩
擦
や
そ
れ
に
伴
う
日
本
批
判
が
増
加
し
た
。

よ
り
大
き
な
責
任
を
求
め
ら
れ
た
日
本
は
自
ら
の
﹁
西
側
の
一
員
﹂
と
し
て
の
立
場
を
強
調
し
、
安
全
保
障
面
の
協
力
的
な
姿
勢
だ
け
で
な

く
、
経
済
、
貿
易
面
に
お
け
る
協
調
的
な
姿
勢
を
示
そ
う
と
努
め
て
い
た
。
し
か
し
、
新
冷
戦
期
に
お
け
る
日
米
防
衛
協
力
の
拡
大
に
対
し
、

経
済
貿
易
面
に
お
け
る
日
米
摩
擦
は
加
熱
し
た
。﹁
異
質
﹂、﹁
不
公
正
﹂
な
ど
ア
メ
リ
カ
の
対
日
強
硬
派
や
一
部
メ
デ
ィ
ア
か
ら
の
バ
ッ
シ

ン
グ
に
対
し
、
日
本
国
内
の
反
発
も
強
ま
っ
た
（
田
中
、
田
所
、
二
〇
〇
八
：
二
七
〇
︱
二
八
五
）。
そ
の
よ
う
な
中
、
対
外
広
報
だ
け
で

な
く
、
国
際
文
化
交
流
の
重
要
性
も
い
っ
そ
う
強
く
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
外
交
青
書
二
六
号
（
一
九
八
二
版
）
は
第
三
章
第
五
節

に
お
い
て
、
対
外
広
報
と
文
化
交
流
の
意
義
及
び
両
者
の
関
係
性
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。﹁
我
が
国
自
身
が
世
界
の
動

き
に
つ
い
て
十
分
な
認
識
及
び
情
報
を
有
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
我
が
国
の
実
情
・
動
向
に
つ
い
て
諸
外
国
に
正
し
い
情

報
、
知
識
を
与
え
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
我
が
国
と
し
て
は
、
海
外
広
報
活
動
を
通
じ
て
、
諸
外
国
に
対
し
、

我
が
国
の
国
情
及
び
政
策
に
つ
い
て
正
確
な
情
報
を
提
供
し
、
我
が
国
に
関
す
る
正
し
い
認
識
及
び
理
解
が
深
ま
る
よ
う
努
力
を
重
ね
て
い

る
。
更
に
、
諸
外
国
と
の
関
係
を
長
期
的
、
か
つ
、
よ
り
安
定
し
た
基
盤
の
上
に
維
持
・
確
保
す
る
た
め
に
は
、
相
互
の
文
化
交
流
の
増
進

を
図
り
、
国
民
間
の
相
互
理
解
及
び
友
好
親
善
を
深
め
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
﹂）

5
（

。
こ
の
説
明
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
当
時
の
日
本
政
府
は

す
で
に
対
外
広
報
だ
け
で
な
く
、
国
際
文
化
交
流
の
重
要
性
を
認
識
し
て
お
り
、
国
際
文
化
交
流
に
よ
る
長
期
的
で
、
か
つ
基
盤
的
な
効
果

を
期
待
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
外
務
省
が
担
当
す
る
対
外
広
報
と
、
交
流
基
金
が
主
な
役
割
を
担
う
文
化
交
流
の
違
い
も
認
識
さ
れ
て
い
た

と
い
え
る
。
一
九
八
〇
年
代
各
年
度
の
外
交
青
書
の
記
述
か
ら
読
み
取
れ
る
特
徴
と
し
て
、
一
方
的
な
発
信
と
外
国
世
論
へ
の
直
接
な
働
き

か
け
は
対
外
広
報
の
役
割
と
見
な
さ
れ
、
貿
易
摩
擦
の
よ
う
な
具
体
的
な
問
題
へ
の
対
応
も
期
待
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
国
際
文
化
交
流

で
は
よ
り
間
接
的
で
、
長
期
的
な
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
中
長
期
的
な
効
果
は
意
識
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
一
九
八
〇
年
代

後
半
以
降
の
国
際
文
化
交
流
と
比
較
す
る
と
、
そ
れ
ま
で
の
文
化
交
流
を
巡
る
議
論
は
諸
外
国
に
よ
る
批
判
へ
の
﹁
対
応
策
﹂
と
し
て
の
側



（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
八
巻
三
号�

二
二
八

日
本
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー

一
〇
三
六

面
が
強
か
っ
た
と
い
え
る
。

　

米
国
を
始
め
と
す
る
先
進
諸
国
と
の
貿
易
摩
擦
を
背
景
に
、
一
九
八
〇
年
代
の
日
本
の
文
化
交
流
に
お
い
て
、
中
国
を
含
む
ア
ジ
ア
地
域

も
重
要
な
対
象
地
域
と
さ
れ
て
い
た
と
は
い
え
、
欧
米
諸
国
に
協
力
す
る
た
め
の
﹁
世
界
貢
献
﹂
の
対
象
で
あ
っ
た
側
面
は
否
め
な
い
（
国

際
交
流
基
金
三
〇
年
史
編
纂
室
編
、
二
〇
〇
六
：
六
一
︱
七
〇
）。
し
か
し
、
中
曽
根
首
相
に
よ
る
靖
国
神
社
参
拝
、
光
華
寮
問
題
や
歴
史

教
科
書
問
題
を
き
っ
か
け
に
、
中
国
の
世
論
で
は
日
本
を
批
判
す
る
声
が
強
く
な
り
、
対
日
感
情
が
決
定
的
に
悪
化
す
る
予
兆
は
す
で
に
表

れ
て
い
た
。
そ
れ
ら
の
問
題
に
対
し
、
日
本
政
府
は
主
に
経
済
力
を
頼
み
に
対
処
し
て
い
た
（
高
原
、
服
部
編
、
二
〇
一
二
：
一
六
七
︱
二

二
一
）。
政
治
的
な
力
で
動
か
さ
れ
て
い
た
﹁
お
祭
り
行
事
﹂
の
よ
う
な
大
規
模
人
的
交
流
が
日
中
関
係
の
成
熟
を
意
味
せ
ず
（
田
中
、
一

九
九
一
：
一
三
二
︱
一
六
四
）、
対
中
文
化
交
流
が
果
た
し
た
役
割
は
限
定
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
一
九
八
〇
年
、
交
流
基
金
は
外
務
省
と

共
に
一
〇
億
円
を
投
じ
、
北
京
言
語
学
院
に
日
本
語
研
修
セ
ン
タ
ー
、
通
称
大
平
学
校
を
設
け
、
日
本
語
教
師
の
再
研
修
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

始
め
た
。
同
事
業
は
中
国
政
府
に
も
高
く
評
価
さ
れ
、
一
九
八
五
年
に
日
本
語
教
師
研
修
に
加
え
、
日
本
研
究
を
専
門
に
行
う
大
学
院
と
し

て
日
本
学
研
究
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
た
が
、
同
事
業
は
日
本
を
近
代
化
モ
デ
ル
と
す
る
中
国
側
の
要
望
に
応
え
る
側
面
も
強
か
っ
た
（
国

際
交
流
基
金
三
〇
年
史
編
纂
室
編
、
二
〇
〇
六
：
四
五
︱
四
六
）。

Ⅲ　

一
九
八
〇
年
代
末
か
ら
一
九
九
〇
年
代
ま
で
の
国
際
文
化
交
流

　

一
九
八
〇
年
代
末
に
至
っ
て
、国
際
文
化
交
流
は
外
交
環
境
の
悪
化
に
対
応
す
る
た
め
の
対
策
か
ら
、日
本
の
対
外
戦
略
を
構
成
す
る
﹁
三

本
柱
﹂
の
一
部
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
や
が
て
冷
戦
が
終
結
し
、
一
九
九
〇
年
代
の
日
本
の
対
外
戦
略
の
転
換
に
伴
い
、
国

際
文
化
交
流
も
さ
ら
な
る
変
容
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。



（　
　
　
　

）

日
本
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー

同
志
社
法
学　

六
八
巻
三
号�

二
二
九

一
〇
三
七

　

一
九
八
七
年
に
首
相
の
座
に
付
い
た
竹
下
登
は
内
閣
の
最
大
目
標
と
し
て
、﹁
世
界
に
貢
献
す
る
日
本
﹂の
建
設
を
掲
げ
た
。
一
九
八
八
年
、

竹
下
首
相
は
ロ
ン
ド
ン
に
て
ス
ピ
ー
チ
を
行
い
、
平
和
の
た
め
の
協
力
強
化
、
国
際
文
化
交
流
の
強
化
、
開
発
援
助
の
拡
充
強
化
の
三
本
柱

か
ら
な
る
﹁
国
際
協
力
構
想
﹂
を
世
界
に
打
ち
出
し
た
。
竹
下
は
同
ス
ピ
ー
チ
に
お
い
て
、
日
本
は
平
和
を
国
是
と
し
、
憲
法
上
も
軍
事
面

の
協
力
を
行
え
な
い
と
説
明
し
つ
つ
、﹁
先
進
民
主
主
義
国
の
主
要
な
一
員
た
る
我
が
国
に
と
っ
て
、
世
界
の
平
和
を
守
り
、
国
際
社
会
の

繁
栄
を
確
保
す
る
た
め
、
そ
の
増
大
し
た
国
力
に
相
応
し
い
役
割
を
積
極
的
に
果
た
す
こ
と
は
当
然
の
責
任
で
あ
る
と
信
ず
る
﹂
と
強
調
し

た
（
外
交
青
書
三
三
号
）。
一
九
八
〇
年
代
後
半
、
冷
戦
が
終
焉
に
向
か
う
中
、
大
国
化
す
る
日
本
が
い
か
に
自
ら
の
パ
ワ
ー
を
生
か
す
か

と
い
う
問
い
に
対
し
、
竹
下
政
権
の
﹁
国
際
協
力
構
想
﹂
は
ま
さ
に
大
国
日
本
が
世
界
に
、
と
り
わ
け
西
側
諸
国
に
出
し
た
答
え
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
増
大
し
た
経
済
力
を
軍
事
力
に
転
じ
さ
せ
る
こ
と
で
世
界
秩
序
を
変
え
る
こ
と
も
守
る
こ
と
も
し
な
い
。
そ
の
代
わ
り
に
、
経
済

協
力
や
文
化
交
流
を
含
む
そ
れ
以
外
の
手
段
で
西
側
陣
営
の
一
員
、
そ
し
て
ア
ジ
ア
の
先
進
国
と
し
て
の
責
任
を
担
う
と
い
う
選
択
で
あ
っ

た
。

　

一
九
八
七
年
に
梅
棹
忠
夫
や
京
極
純
一
ら
に
よ
る
鼎
談
で
交
わ
さ
れ
た
議
論
が
示
し
た
よ
う
に
、
一
九
八
〇
年
代
後
半
に
お
い
て
、
日
本

の
有
識
者
た
ち
は
す
で
に
安
全
保
障
の
視
点
か
ら
文
化
交
流
を
捉
え
て
お
り
、
日
本
が
国
際
社
会
で
﹁
名
誉
あ
る
地
位
﹂
を
占
め
る
に
必
要

な
活
動
だ
と
見
な
し
て
い
た）

6
（

。
同
鼎
談
に
お
い
て
、
交
流
基
金
の
地
域
別
予
算
配
分
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
ら
れ
た
と
き
の
京
極
に
よ
る
以

下
の
発
言
は
極
め
て
興
味
深
い
。﹁（
前
略
）
日
中
復
交
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
外
務
大
臣
や
総
理
大
臣
が
外
国
に
行
く
と
き
、﹃
つ
か

み
金
の
ば
ら
ま
き
式
﹄
の
よ
う
な
こ
と
を
行
い
ま
す
。
そ
の
パ
イ
プ
に
国
際
交
流
基
金
を
使
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
日
中
復

交
の
後
対
中
国
事
業
が
非
常
に
大
き
な
ウ
エ
ー
ト
を
占
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。（
中
略
）
日
本
が
工
業
技
術
文
明
の
な
か
に
と
ど
ま
る

つ
も
り
で
い
る
限
り
、
将
来
と
も
ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
の
関
係
が
中
心
的
と
な
る
で
し
ょ
う
﹂。
京
極
は
さ
ら
に
﹁
つ
か
み
金
の
ば

ら
ま
き
﹂
に
つ
い
て
、﹁
別
枠
の
予
算
を
別
に
も
っ
て
こ
な
い
で
、
基
金
の
年
間
予
算
の
中
か
ら
無
理
や
り
つ
ま
み
あ
げ
て
、
ば
ら
ま
く
風



（　
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同
志
社
法
学　

六
八
巻
三
号�

二
三
〇

日
本
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー

一
〇
三
八

潮
が
こ
の
ご
ろ
あ
る
よ
う
で
す
。（
中
略
）
文
化
交
流
に
つ
と
め
た
と
い
う
名
分
だ
け
も
っ
て
い
く
の
で
は
、
基
金
が
気
の
毒
で
す
。
文
化

の
交
流
と
文
化
の
紹
介
と
は
違
う
の
で
す
。
文
化
交
流
は
双
方
通
行
が
原
則
で
あ
っ
て
、
単
な
る
文
化
紹
介
で
は
十
分
と
は
い
え
ま
せ
ん
﹂

と
述
べ
た）

7
（

。
こ
れ
ら
の
発
言
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
当
時
文
化
交
流
に
携
わ
る
有
識
者
は
文
化
交
流
の
特
徴
と
さ
れ
る
双
方
向
性
、
相
互
理

解
に
対
す
る
強
い
こ
だ
わ
り
を
持
ち
、
政
治
的
な
判
断
で
交
流
基
金
に
求
め
ら
れ
た
一
部
の
事
業
を
疑
問
視
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
一
九
八
〇
年
代
末
の
国
際
文
化
交
流
を
巡
る
議
論
に
お
い
て
、
い
ま
一
つ
注
目
す
べ
き
点
と
し
て
、
国
内
の
国
際
化
、
開
か
れ

た
社
会
と
い
う
認
識
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
和
田
が
説
明
す
る
よ
う
に
、
一
九
八
〇
年
代
末
に
は
、
地
域
の
国
際
化
が
大
き
な
テ
ー
マ

と
な
り
、
民
間
団
体
も
含
む
多
様
な
非
政
府
ア
ク
タ
ー
が
国
際
文
化
交
流
に
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
も
国
際
文
化
交
流
の
本
格
的
な
拡
大

に
つ
な
が
っ
た
（
和
田
、
二
〇
〇
四
：
七
二
︱
七
四
）。
外
交
青
書
第
三
一
号
第
一
章
第
四
節
﹁
日
本
外
交
の
課
題
﹂
の
第
五
項
、﹁
よ
り
世

界
に
開
か
れ
た
日
本
の
実
現
﹂
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、欧
米
諸
国
と
の
貿
易
摩
擦
に
加
え
、﹁
日
本
人
の
意
識
や
行
動
に
傲
慢
さ
が
見
ら
れ
る
﹂

と
の
批
判
も
意
識
さ
れ
、﹁
異
な
る
文
化
や
価
値
観
を
受
け
入
れ
、
多
様
性
を
尊
重
す
る
と
い
う
謙
虚
な
く
し
て
は
、
我
々
自
ら
を
高
め
て

い
く
こ
と
も
各
国
か
ら
の
信
頼
を
得
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
さ
ら
に
、
偏
狭
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
高
ま
る
こ
と
と
な
れ
ば
、
国
際
社
会
か

ら
の
孤
立
化
を
招
く
こ
と
に
な
ろ
う
﹂
と
の
問
題
意
識
も
示
さ
れ
た
（
外
交
青
書
三
一
号
：
一
三
︱
一
五
）。
外
交
青
書
第
三
二
号
第
二
章

第
五
節
で
は
、
諸
外
国
に
日
本
の
実
情
を
十
分
に
知
ら
せ
、
認
識
の
ず
れ
の
な
い
よ
う
な
情
報
発
信
が
肝
心
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、﹁
安
定

的
友
好
関
係
の
基
礎
と
な
る
相
互
理
解
は
、
当
然
両
方
向
で
進
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
諸
外
国
の
対
日
理
解
同
様
、
我
が
国
の
対
外

理
解
も
是
非
進
め
る
必
要
が
あ
る
﹂
と
も
強
調
さ
れ
た
（
外
交
青
書
三
二
号
：
一
五
四
︱
一
五
七
）。
さ
ら
に
同
第
五
節
第
三
項
﹁
国
際
化

と
人
の
流
れ
﹂
の
記
述
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
開
か
れ
た
社
会
や
﹁
内
な
る
国
際
化
﹂
を
強
調
す
る
背
景
に
は
、
日
本
企
業
の
海
外
進
出
や

日
本
人
の
海
外
渡
航
の
増
加
だ
け
で
な
く
、
日
本
に
入
国
、
滞
在
す
る
外
国
人
の
増
加
に
伴
う
外
国
人
労
働
者
問
題
を
含
む
種
々
の
社
会
問

題
が
あ
っ
た
（
外
交
青
書
三
二
号
：
一
六
二
︱
一
六
七
）。
日
本
の
経
済
力
が
増
大
す
る
中
、
こ
れ
ら
の
国
内
外
の
変
化
が
一
九
八
〇
年
代
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日
本
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー

同
志
社
法
学　

六
八
巻
三
号�

二
三
一

一
〇
三
九

後
半
の
国
際
文
化
交
流
に
対
す
る
日
本
の
意
欲
を
強
め
、
そ
し
て
、
文
化
交
流
に
お
け
る
双
方
向
性
に
対
す
る
意
識
を
定
着
さ
せ
た
と
い
え

る
。

　

一
九
八
八
年
、
竹
下
首
相
が
史
上
初
の
国
際
文
化
交
流
を
テ
ー
マ
と
す
る
総
理
懇
談
会
を
立
ち
上
げ
、
懇
談
会
に
よ
る
最
終
報
告
書
が
翌

一
九
八
九
年
五
月
に
提
出
さ
れ
た
。
同
報
告
書
は
は
じ
め
に
、
経
済
大
国
と
な
っ
た
日
本
に
対
し
、
諸
外
国
の
理
解
が
不
十
分
で
あ
り
、
日

本
も
諸
外
国
の
国
情
や
物
の
考
え
方
に
対
す
る
認
識
が
不
十
分
だ
と
の
問
題
意
識
を
示
し
、﹁
ま
さ
に
今
こ
そ
文
化
交
流
を
強
化
す
る
こ
と

が
緊
急
な
国
家
的
課
題
﹂
で
あ
る
と
強
調
し
た
（
国
際
文
化
交
流
推
進
会
議
、
一
九
八
九
ａ
：
四
）。
そ
し
て
、
同
報
告
は
国
際
文
化
交
流

の
理
念
と
目
的
に
つ
い
て
、
第
一
に
安
全
保
障
に
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
挙
げ
、﹁
我
が
国
と
し
て
は
、
異
な
る
文
化
間
の
国
際
交
流
を
盛

ん
に
し
、
多
様
な
文
化
に
対
し
開
か
れ
た
寛
容
な
国
際
社
会
の
実
現
に
努
め
、
も
っ
て
世
界
平
和
の
構
築
に
寄
与
す
る
と
の
理
念
を
世
界
に

示
す
こ
と
が
肝
要
で
す
﹂
と
の
認
識
を
示
し
た
。
次
い
で
⑵
世
界
文
化
の
発
展
に
貢
献
、
⑶
世
界
各
国
の
対
日
関
心
の
高
ま
り
に
対
応
、
⑷

日
本
社
会
の
国
際
化
の
推
進
を
目
的
と
し
て
説
明
し
た
。
さ
ら
に
、
同
報
告
は
国
際
文
化
交
流
の
担
い
手
と
し
て
、
政
府
や
地
方
自
治
体
以

外
に
、
個
人
、
民
間
団
体
や
企
業
な
ど
の
非
政
府
ア
ク
タ
ー
も
挙
げ
、
全
国
民
的
な
取
り
組
み
が
必
要
だ
と
強
調
し
、
政
府
の
役
割
に
つ
い

て
、﹁
民
間
主
体
の
活
動
を
助
成
し
て
い
く
と
と
も
に
、
相
手
国
・
地
域
に
関
す
る
政
策
的
観
点
か
ら
政
府
が
主
導
的
に
行
う
べ
き
事
業
、

あ
る
い
は
、
民
間
主
体
に
よ
る
国
際
交
流
が
困
難
な
国
に
対
す
る
事
業
等
を
実
施
し
、
我
が
国
と
し
て
、
適
切
な
文
化
交
流
が
推
進
さ
れ
る

よ
う
に
常
時
配
慮
﹂
す
る
こ
と
だ
と
説
明
し
た
。
岡
に
よ
る
と
、
同
懇
談
会
第
五
分
科
会
は
国
際
交
流
基
金
の
活
動
基
盤
の
強
化
を
テ
ー
マ

に
し
、
先
進
国
向
け
事
業
予
算
拡
充
の
た
め
の
政
府
出
資
金
の
積
み
増
し
な
ど
を
提
言
し
た
。
そ
し
て
、
同
懇
談
会
の
提
言
が
一
九
九
〇
年

代
後
半
に
か
け
た
、
交
流
基
金
の
予
算
、
職
員
定
員
、
海
外
拠
点
数
の
増
加
に
つ
な
が
っ
た
と
い
う
（
岡
、
二
〇
一
二
：
一
九
八
︱
一
九
九
）。

　

冷
戦
の
終
結
に
伴
い
、
日
本
外
交
は
新
た
な
課
題
に
直
面
し
た
。
冷
戦
時
代
西
側
陣
営
の
一
員
、
そ
し
て
ア
ジ
ア
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の

同
盟
国
と
し
て
外
交
活
動
を
展
開
し
て
い
た
日
本
に
と
っ
て
、グ
ロ
ー
バ
ル
な
協
力
と
ア
ジ
ア
太
平
洋
に
お
け
る
地
域
協
力
を
共
に
再
定
義
、
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同
志
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六
八
巻
三
号�

二
三
二

日
本
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー

一
〇
四
〇

再
構
築
す
る
必
要
が
生
じ
、
ポ
ス
ト
冷
戦
時
代
の
日
米
同
盟
関
係
の
維
持
と
深
化
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
冷
戦
終
結

後
噴
出
し
た
中
国
、
韓
国
な
ど
と
の
歴
史
認
識
問
題
も
ま
た
日
本
の
周
辺
国
外
交
に
大
き
な
課
題
を
も
た
ら
し
た
。
そ
の
よ
う
な
外
交
環
境

の
変
化
に
よ
る
影
響
を
受
け
、
日
本
の
国
際
文
化
交
流
も
進
化
を
遂
げ
た
。
し
か
し
、
国
際
文
化
交
流
を
巡
る
議
論
と
そ
の
実
施
内
容
が
一

九
九
〇
年
代
に
入
り
、
急
激
に
変
化
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
日
米
経
済
摩
擦
の
影
響
が
残
る
中
、
一
九
八
〇
年
代
末
に
す
で
に
現
れ
た
、
外

交
環
境
の
変
化
に
対
す
る
理
解
や
国
際
文
化
交
流
を
巡
る
問
題
意
識
が
継
続
し
、
国
内
外
環
境
の
変
化
に
伴
い
、
新
た
な
要
素
が
追
加
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
と
説
明
で
き
る
。
一
九
九
〇
年
代
以
降
日
本
の
国
際
文
化
交
流
の
主
な
特
徴
と
し
て
、
文
化
と
交
流
を
通
じ
て
ア
ジ
ア
太

平
洋
、
後
に
東
ア
ジ
ア
の
よ
う
な
地
域
認
識
の
共
有
を
促
し
、
地
域
主
義
の
深
化
を
促
進
し
よ
う
と
し
た
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

冷
戦
が
終
結
に
向
か
う
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、
文
化
交
流
の
対
象
と
し
て
、
ア
ジ
ア
諸
国
の
重
要
性
が
強
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
が
、
関
係
調

整
、
改
善
の
急
を
要
し
た
の
は
む
し
ろ
西
側
先
進
諸
国
、
と
り
わ
け
同
盟
国
の
ア
メ
リ
カ
で
あ
っ
た
。
外
交
青
書
三
四
号
で
は
、
日
本
は
こ

れ
ま
で
﹁
先
進
民
主
主
義
諸
国
の
一
員
﹂
と
﹁
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
の
一
国
﹂
と
し
て
外
交
を
展
開
し
た
と
説
明
し
、﹁
そ
の
い
ず
れ
の

立
場
か
ら
見
て
も
重
要
で
あ
る
の
が
日
米
関
係
で
あ
る
﹂
と
強
調
し
た
（
外
交
青
書
三
四
号
：
一
九
）。
外
務
事
務
次
官
で
あ
る
栗
山
尚
一

は
一
九
九
〇
年
頃
の
国
際
状
況
に
つ
い
て
、
国
際
政
治
の
基
本
的
枠
組
が
崩
壊
の
危
険
性
を
増
し
て
い
る
と
危
機
感
を
示
し
、
一
九
九
〇
年

代
か
ら
二
一
世
紀
に
向
け
て
、
日
本
外
交
の
最
大
の
課
題
は
新
た
な
国
際
協
調
の
枠
組
を
構
築
す
る
こ
と
で
あ
る
と
説
明
し
た
。
栗
山
に
よ

る
と
、
戦
後
の
日
本
は
米
国
が
支
え
る
国
際
秩
序
を
最
大
限
に
利
用
し
、
平
和
と
繁
栄
を
享
受
し
て
き
が
、
国
際
環
境
が
変
化
し
、
日
本
の

経
済
力
が
増
強
す
る
中
、
従
来
の
受
け
身
の
外
交
が
通
用
し
な
く
な
っ
た
と
い
う
。
そ
の
た
め
、
日
本
は
米
欧
と
協
力
し
、
新
し
い
国
際
秩

序
の
構
築
に
積
極
的
に
参
加
し
、
非
軍
事
的
な
貢
献
を
中
心
に
役
割
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
栗
山
が
強
調
し
た
（
栗
山
：
一
九
九

〇
）。

　

こ
う
し
た
背
景
の
中
、
安
倍
晋
太
郎
な
ど
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
よ
り
、
一
九
九
一
年
に
国
際
交
流
基
金
の
下
に
、
新
た
な
時
代
に
お
け
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六
八
巻
三
号�

二
三
三

一
〇
四
一

る
グ
ロ
ー
バ
ル
レ
ベ
ル
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
推
進
し
、
揺
る
ぎ
な
い
日
米
同
盟
を
堅
持
す
る
と
い
う
明
確
な
目
標
を
持
つ
日
米
セ
ン
タ

ー
（Japan F

oundation C
enter for G

lobal P
artnership

・
Ｃ
Ｇ
Ｐ
）
が
発
足
し
た
。
日
米
セ
ン
タ
ー
の
事
業
領
域
は
一
、
政
策
志
向

型
研
究
を
含
む
知
的
交
流
、
二
、
相
互
理
解
を
促
進
す
る
た
め
の
地
域
、
草
の
根
交
流
と
い
う
二
種
類
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し

て
、
事
業
の
骨
子
は
１
、
知
的
交
流
推
進
、
２
、
日
米
グ
ロ
ー
バ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
推
進
、
３
、
科
学
分
野
で
の
親
善
交
流
計
画
、

４
、
草
の
根
交
流
、
５
、
日
本
語
学
習
支
援
特
別
計
画
、
６
、
日
本
文
化
関
係
拠
点
支
援
、
７
、
現
代
日
本
の
実
像
紹
介
特
別
計
画
の
七
本

柱
か
ら
な
っ
て
い
た
（
国
際
交
流
基
金
三
〇
年
史
編
纂
室
編
、
二
〇
〇
六
：
二
二
七
︱
二
四
八
）。
日
米
セ
ン
タ
ー
の
設
立
に
携
わ
っ
た
和

田
に
よ
る
と
、
日
米
セ
ン
タ
ー
の
設
立
は
国
際
交
流
基
金
の
サ
イ
ズ
を
倍
に
し
た
の
み
な
ら
ず
、
発
想
の
転
換
と
し
て
の
重
要
な
要
素
を
含

ん
で
お
り
、
一
九
九
〇
年
代
に
お
け
る
転
換
点
で
あ
っ
た
と
い
う
。
従
来
の
﹁
対
日
理
解
の
促
進
﹂、﹁
対
日
関
心
へ
の
対
応
﹂
や
﹁
相
互
理

解
の
促
進
﹂
と
は
異
な
り
、
日
米
セ
ン
タ
ー
の
英
語
名
で
あ
る
Ｃ
Ｇ
Ｐ
が
表
す
よ
う
に
、
日
本
は
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
と
﹁
協

働
﹂
を
通
じ
、﹁
共
通
課
題
の
解
決
﹂
を
目
指
す
姿
勢
が
表
れ
た
。
和
田
が
説
明
し
た
よ
う
に
、こ
う
し
た
発
想
の
転
換
の
基
盤
と
し
て
、﹁
日

本
の
存
在
意
義
を
グ
ロ
ー
バ
ル
な
も
の
に
高
め
た
い
と
い
う
願
望
﹂
と
﹁
ア
ジ
ア
太
平
洋
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
形
成
に
日
本
も
よ
り
積
極
的

に
参
画
し
た
い
と
い
う
明
確
な
意
思
﹂
が
あ
っ
た
（
和
田
、
二
〇
〇
四
：
七
六
︱
七
七
）。

　

岡
が
説
明
す
る
よ
う
に
、
日
米
セ
ン
タ
ー
は
外
務
省
だ
け
で
な
く
、
国
際
交
流
基
金
本
体
と
も
一
定
の
距
離
を
も
っ
て
お
り
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
運
営
は
米
国
の
民
間
財
団
を
手
本
と
し
、
外
部
の
専
門
家
に
よ
る
審
査
、
調
査
、
評
価
を
先
駆
的
に
行
っ
て
い
た
。
日
米
セ
ン
タ
ー
の

運
営
に
よ
り
、
透
明
性
や
説
明
責
任
な
ど
そ
の
後
国
際
交
流
基
金
に
と
っ
て
重
要
な
概
念
が
導
入
さ
れ
、
知
的
交
流
と
草
の
根
交
流
の
領
域

は
後
の
対
欧
州
、
対
ア
ジ
ア
事
業
に
も
受
け
継
が
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
岡
、
二
〇
一
二
：
二
〇
〇
︱
二
〇
一
）。
当
時
日
米
セ
ン
タ
ー
所

長
で
あ
る
楠
田
實
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
日
米
セ
ン
タ
ー
発
足
の
経
緯
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
説
明
し
た
。
楠
田
に
よ
る
と
、
安
倍
晋
太
郎

や
そ
の
周
辺
の
政
治
家
た
ち
は
先
進
国
対
策
、
と
り
わ
け
米
国
対
策
の
重
要
性
か
ら
、﹁
安
倍
基
金
﹂
の
構
想
を
打
ち
出
し
、
新
た
な
財
団
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一
〇
四
二

を
作
り
、
文
化
交
流
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
を
模
索
し
て
い
た
。
そ
の
背
景
に
は
﹁
国
際
交
流
基
金
は
官
僚
化
し
て
い
る
﹂、﹁
民
間
的
色
彩

の
濃
い
も
の
に
し
た
い
﹂
と
の
考
え
が
あ
っ
た
と
い
う
。
楠
田
は
組
織
の
一
体
性
や
人
材
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
確
保
と
い
っ
た
視
点
か
ら
新
組
織

を
国
際
交
流
基
金
内
部
に
設
立
す
る
よ
う
に
安
倍
を
説
得
し
、
新
組
織
で
あ
る
日
米
セ
ン
タ
ー
の
独
立
性
を
維
持
す
る
た
め
に
、
事
務
所
や

運
営
国
際
交
流
基
金
本
体
と
別
に
し
、
日
米
セ
ン
タ
ー
独
自
の
評
議
会
が
設
け
ら
れ
た）

8
（

。
本
間
長
世
、
島
田
晴
雄
と
小
島
明
は
対
談）

9
（

に
お
い

て
、
冷
戦
後
に
お
け
る
日
米
関
係
に
つ
い
て
議
論
を
交
わ
し
、
共
通
の
敵
が
な
く
な
っ
た
あ
と
、
同
盟
国
で
あ
り
、
大
国
同
士
で
あ
る
日
米

が
互
い
に
向
き
合
い
、
建
設
的
で
安
定
的
な
関
係
を
維
持
、
発
展
さ
せ
る
た
め
に
、
知
的
交
流
や
文
化
交
流
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
の
認

識
を
示
し
、
日
米
セ
ン
タ
ー
の
活
動
に
期
待
を
寄
せ
た
。
さ
ら
に
、
日
米
文
化
交
流
の
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
、
三
人
は
ま
ず
徹
底
し
た
中

立
性
と
独
立
性
の
維
持
を
上
げ
た
。
小
島
は
日
米
セ
ン
タ
ー
の
原
資
が
公
的
資
金
で
あ
る
が
、
日
本
政
府
が
政
治
的
に
セ
ン
タ
ー
の
活
動
に

介
入
し
な
い
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、﹁
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
・
オ
ブ
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ス
﹂
と
見
な
さ
れ
れ
ば
、
活
動
の
効
果
が
低
下
す
る
と
強

調
し
た
。
そ
し
て
、
三
人
は
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
活
動
に
お
け
る
中
長
期
的
な
視
点
の
重
要
性
に
つ
い
て
議
論
し
、
よ
り
長
い
ス
パ
ン
で
セ
ン

タ
ー
に
よ
る
文
化
交
流
の
効
果
を
評
価
す
る
必
要
を
強
調
し
た
。
カ
ー
テ
ィ
ス
の
コ
メ
ン
ト
が
代
表
す
る
よ
う
に
、
日
米
セ
ン
タ
ー
の
運
営

と
活
動
は
米
国
の
有
識
者
に
も
評
価
さ
れ
た
。
カ
ー
テ
ィ
ス
に
よ
る
と
、
設
立
当
時
の
日
米
セ
ン
タ
ー
に
対
し
、
ア
メ
リ
カ
の
一
部
の
学
者

は
﹁
日
本
政
府
の
短
期
的
な
政
策
目
的
に
利
用
さ
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
﹂、﹁
自
主
性
を
確
立
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う

か
﹂
の
よ
う
な
懸
念
が
表
明
さ
れ
た
が
、
日
米
セ
ン
タ
ー
の
努
力
は
﹁
そ
う
い
っ
た
懸
念
を
和
ら
げ
る
の
に
十
分
な
成
果
を
あ
げ
て
き
た
﹂）
₁₀
（

と
い
う
。

　

以
上
の
議
論
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
当
時
日
本
の
対
外
政
策
関
係
者
と
有
識
者
の
間
で
は
、
ポ
ス
ト
冷
戦
期
に
お
け
る
日
米
関
係
の
再
構

築
を
極
め
て
重
視
し
て
い
た
。
日
米
関
係
の
改
善
の
み
な
ら
ず
、
新
た
な
時
代
に
お
け
る
日
米
協
力
関
係
を
推
進
し
、
共
に
新
た
な
秩
序
を

構
築
す
る
た
め
に
、
日
米
セ
ン
タ
ー
の
活
動
が
代
表
す
る
よ
う
な
効
果
的
な
文
化
交
流
が
注
目
さ
れ
、
期
待
を
集
め
て
い
た
。
そ
の
有
効
性
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二
三
五

一
〇
四
三

を
担
保
す
る
た
め
に
、
文
化
交
流
、
知
的
交
流
に
お
け
る
活
動
の
自
主
性
、
中
立
性
が
不
可
欠
と
の
認
識
が
強
く
現
れ
、
後
の
日
本
の
文
化

交
流
、
そ
し
て
広
報
文
化
外
交
に
も
浸
透
し
て
い
っ
た
。

　

文
化
交
流
に
お
け
る
日
米
関
係
の
調
整
と
同
時
に
、
ア
ジ
ア
諸
国
の
位
置
付
け
も
変
化
の
時
期
に
迎
え
た
。
一
九
九
〇
年
に
、
国
際
交
流

基
金
の
い
く
つ
か
の
部
署
で
個
別
的
に
実
施
し
て
き
た
ア
ジ
ア
文
化
を
紹
介
す
る
事
業
を
受
け
継
ぎ
、
ア
セ
ア
ン
諸
国
文
化
を
包
括
的
に
、

か
つ
継
続
的
に
日
本
に
紹
介
す
る
ア
セ
ア
ン
文
化
セ
ン
タ
ー
が
国
際
交
流
基
金
内
に
新
設
さ
れ
た
。
ア
セ
ア
ン
文
化
セ
ン
タ
ー
設
立
の
背
景

に
、
前
述
し
た
一
九
八
〇
年
代
後
半
の
日
本
に
お
け
る
変
化
が
あ
っ
た
ほ
か
、
東
南
ア
ジ
ア
地
域
の
経
済
と
文
化
の
発
展
に
よ
る
文
化
活
動

の
活
性
化
も
あ
っ
た
（
国
際
交
流
基
金
三
〇
年
史
編
纂
室
編
、
二
〇
〇
六
：
二
四
九
︱
二
五
九
）。
ア
セ
ア
ン
文
化
セ
ン
タ
ー
の
設
立
は
、

日
本
が
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
に
対
す
る
一
方
的
な
文
化
紹
介
を
行
う
の
で
な
く
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
文
化
を
日
本
に
紹
介
す
る
役
割
を
果
た

し
、
日
本
が
国
際
文
化
交
流
に
お
け
る
双
方
向
性
を
重
視
す
る
象
徴
で
あ
っ
た
と
も
い
え
る
。
同
セ
ン
タ
ー
は
一
九
九
五
年
に
予
算
と
定
員

を
拡
充
し
、
事
業
地
域
を
ア
ジ
ア
地
域
と
し
、
ア
ジ
ア
セ
ン
タ
ー
と
し
て
活
動
を
新
た
に
し
た
（
国
際
交
流
基
金
三
〇
年
史
編
纂
室
編
、
二

〇
〇
六
：
二
六
〇
︱
二
六
二
）。
ア
セ
ア
ン
文
化
セ
ン
タ
ー
の
活
動
を
受
け
継
ぎ
発
足
し
た
ア
ジ
ア
セ
ン
タ
ー
の
主
要
目
標
は
一
、
ア
ジ
ア
諸

国
間
の
相
互
理
解
の
推
進
と
二
、
ア
ジ
ア
地
域
が
共
通
に
抱
え
る
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
共
同
作
業
の
推
進
と
さ
れ
た
（
国
際
交
流
基
金

三
〇
年
史
編
纂
室
編
、
二
〇
〇
六
：
二
四
九
︱
二
七
八
）。
同
セ
ン
タ
ー
の
設
立
と
拡
大
は
、
一
九
九
〇
年
代
の
日
本
の
国
際
文
化
交
流
に

お
け
る
ア
ジ
ア
地
域
、
あ
る
い
は
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
を
重
視
す
る
姿
勢
の
表
れ
で
あ
る
。
従
来
対
日
理
解
が
主
要
目
標
と
さ
れ
て
い
た
対

ア
ジ
ア
文
化
交
流
に
は
、
歴
史
認
識
問
題
に
対
処
す
る
た
め
の
共
同
歴
史
研
究
を
始
め
と
す
る
平
和
友
好
交
流
、
相
互
信
頼
醸
成
の
た
め
の

知
的
交
流
な
ど
の
活
動
が
追
加
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
従
来
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
文
化
交
流
に
お
い
て
強
調
さ
れ
て
き
た
双
方
向
性
も
重
ん

じ
ら
れ
、
ア
ジ
ア
セ
ン
タ
ー
の
事
業
領
域
に
は
ア
ジ
ア
地
域
の
知
的
交
流
推
進
と
ア
ジ
ア
各
国
の
文
化
振
興
支
援
だ
け
で
な
く
、
日
本
に
お

け
る
ア
ジ
ア
理
解
促
進
も
挙
げ
ら
れ
た）
₁₁
（

。
こ
れ
ら
の
変
化
を
促
し
、
加
速
さ
せ
た
の
は
、
細
川
首
相
が
立
ち
上
げ
た
の
総
理
懇
談
会
、﹁
国
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同
志
社
法
学　

六
八
巻
三
号�

二
三
六

日
本
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー

一
〇
四
四

際
文
化
交
流
に
関
す
る
懇
談
会
﹂
が
行
っ
た
提
言
と
、
村
山
政
権
に
よ
る
﹁
平
和
友
好
交
流
計
画
﹂
）
₁₂
（

で
あ
っ
た
。

　
﹁
国
際
文
化
交
流
に
関
す
る
懇
談
会
﹂
に
よ
る
報
告
書
﹁
新
し
い
時
代
の
国
際
文
化
交
流
﹂
で
は
、
冷
戦
の
終
焉
と
い
う
国
際
環
境
の
変

化
だ
け
で
な
く
、
日
本
国
内
社
会
の
変
化
も
意
識
し
、
国
際
文
化
交
流
に
よ
る
諸
外
国
と
の
相
互
理
解
の
重
要
性
を
強
調
し
た
。
そ
し
て
、

経
済
大
国
と
し
て
の
日
本
が
国
際
社
会
に
対
し
、
経
済
面
以
外
の
積
極
的
な
貢
献
の
重
要
性
を
説
明
し
、﹁
文
化
交
流
を
通
じ
て
、﹃
顔
の
見

え
る
日
本
﹄
と
し
て
諸
外
国
と
の
関
係
を
作
り
上
げ
る
こ
と
が
、
日
本
が
国
際
社
会
に
理
解
さ
れ
、
評
価
さ
れ
る
た
め
の
条
件
で
あ
り
、
新

時
代
の
国
際
秩
序
へ
の
貢
献
に
も
つ
な
が
る
﹂
と
述
べ
た
。
さ
ら
に
、
同
報
告
書
で
、
ア
ジ
ア
諸
国
が
国
際
貢
献
の
対
象
の
み
な
ら
ず
、
ア

ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
未
来
を
作
り
上
げ
る
交
流
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
見
な
さ
れ
た
点
は
注
目
に
値
す
る
。
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
文
化
交
流
や

交
流
を
通
じ
る
国
際
貢
献
は
一
九
八
〇
年
代
以
上
に
強
調
さ
れ
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
地
域
的
な
連
帯
が
深
ま
り
つ
つ
あ
る
と
の

背
景
認
識
が
言
及
さ
れ
、
政
府
レ
ベ
ル
だ
け
で
な
く
、
民
間
と
地
方
も
含
め
た
幅
広
い
交
流
や
協
力
の
推
進
が
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
作
り
の
た
め
の
基
本
条
件
だ
と
さ
れ
た
。
和
田
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
そ
れ
ま
で
の
国
際
文
化
交
流
に
お
い
て
、
ア
メ
リ
カ
と

ア
ジ
ア
を
分
け
て
想
定
し
、
ア
ジ
ア
に
お
い
て
も
中
、
韓
、
ア
セ
ア
ン
と
別
々
に
対
応
し
て
き
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
と
い

う
発
想
の
意
味
は
大
き
い
（
和
田
、
二
〇
〇
四
：
八
〇
）。

　

そ
の
後
、
一
九
九
七
年
一
月
に
は
橋
本
龍
太
郎
首
相
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
演
説
を
行
っ
た
。
演
説
に
お
い
て
、
橋
本
は
ア
ジ
ア
太
平
洋
地

域
に
お
け
る
協
力
関
係
を
促
進
す
る
可
能
性
と
必
要
性
を
訴
え
、﹁
ア
ジ
ア
に
お
け
る
米
国
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
、
中
国
の
国
際
社
会
へ
の
一
層

の
建
設
的
参
加
を
前
提
と
し
つ
つ
﹂、
日
本
と
ア
セ
ア
ン
の
経
済
、
文
化
や
そ
の
他
の
分
野
に
お
け
る
協
力
関
係
を
深
化
さ
せ
る
意
欲
を
示

し
た）
₁₃
（

。
こ
の
政
策
演
説
を
受
け
、
日
本
と
ア
セ
ア
ン
諸
国
の
有
識
者
に
よ
る
﹁
日
本
︱
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
多
国
籍
文
化
ミ
ッ
シ
ョ
ン
﹂
が
結
成
さ

れ
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
提
言
が
ア
ジ
ア
金
融
危
機
翌
年
の
一
九
九
八
年
に
発
表
さ
れ
た
。
提
言
で
は
、
日
本
と
ア
セ
ア
ン
諸
国

間
の
エ
リ
ー
ト
に
よ
る
交
流
や
政
府
に
よ
る
文
化
協
力
だ
け
で
な
く
、
地
域
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
形
成
に
貢
献
す
る
国
民
対
国
民
の
交
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巻
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二
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一
〇
四
五

流
や
民
間
ア
ク
タ
ー
同
士
に
よ
る
文
化
、
知
的
交
流
の
重
要
性
を
強
調
し
、
文
化
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
対
応
と
文
化
産
業
の
利

用
や
芸
術
創
造
に
お
け
る
協
力
に
つ
い
て
も
提
言
を
行
っ
た）
₁₄
（

。
一
九
九
八
年
一
二
月
に
は
、
小
渕
恵
三
首
相
が
ハ
ノ
イ
で
の
ス
ピ
ー
チ
に
お

い
て
、
二
一
世
紀
を
、﹁
人
間
の
尊
厳
に
立
脚
し
た
平
和
と
繁
栄
の
世
紀
﹂
と
し
て
ア
ジ
ア
で
構
築
す
る
た
め
の
努
力
と
し
て
、
地
域
規
模

の
知
的
対
話
と
協
力
を
挙
げ
た
。
一
九
九
〇
年
代
末
に
至
っ
て
、
国
際
文
化
交
流
に
お
け
る
対
象
は
特
定
の
国
家
に
限
ら
ず
、
地
域
的
な
概

念
が
頻
繁
に
登
場
し
、
二
国
間
の
交
流
事
業
だ
け
で
な
く
、
多
国
間
や
地
域
協
力
の
枠
組
み
も
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
文
化
交
流
の
相

互
性
や
、
非
政
府
ア
ク
タ
ー
の
役
割
と
自
律
性
と
い
っ
た
概
念
は
対
先
進
国
だ
け
で
な
く
、
ア
セ
ア
ン
諸
国
を
は
じ
め
と
す
る
発
展
途
上
国

と
の
文
化
交
流
に
お
い
て
も
定
着
し
た
と
い
え
る
。

　

一
九
九
〇
年
代
の
日
本
外
交
の
戦
略
変
化
か
ら
す
れ
ば
、
国
際
文
化
交
流
に
お
け
る
ア
ジ
ア
太
平
洋
、
そ
し
て
後
の
東
ア
ジ
ア
と
い
っ
た

地
域
概
念
に
基
づ
く
発
想
は
突
如
現
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
日
本
が
主
導
を
試
み
る
地
域
主
義
の
推
進
と
深
く
関
連
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

田
中
に
よ
れ
ば
、
一
九
九
〇
年
代
序
盤
、
経
済
力
が
強
ま
っ
た
日
本
に
と
っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
単
一
市
場
に
向
か
い
、
ア
メ
リ
カ
が
北
米

自
由
貿
易
協
定
を
目
指
し
、
日
本
経
済
を
政
治
的
に
封
じ
込
め
よ
う
と
し
て
い
る
か
に
見
え
る
状
況
に
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
対

策
と
し
て
考
え
ら
れ
た
の
は
、
日
本
と
ア
メ
リ
カ
を
含
む
﹁
大
地
域
﹂
の
形
成
で
あ
り
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
と
い
う
枠
組
み
の
推
進
で
あ
っ
た

（
田
中
二
〇
一
〇
：
三
六
〇
︱
三
六
一
）。
そ
し
て
、
一
九
九
七
年
に
ア
ジ
ア
諸
国
を
襲
っ
た
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
と
そ
れ
へ
の
対
応
を
き
っ
か

け
に
、
日
本
の
対
外
政
策
に
お
け
る
東
ア
ジ
ア
と
い
う
地
域
概
念
が
さ
ら
に
強
ま
っ
た
。
一
九
九
〇
年
代
前
半
に
お
け
る
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
や
そ
の

後
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
プ
ラ
ス
３
な
ど
地
域
協
力
枠
組
み
の
発
展
が
示
す
よ
う
に
、
日
本
と
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
協
力
関
係
が
い
っ
そ
う
強
化
さ
れ

て
き
た
。
中
国
の
改
革
開
放
を
背
景
に
、
日
中
間
の
経
済
、
文
化
面
に
お
け
る
相
互
交
流
も
深
化
し
た
。
し
か
し
、
か
つ
て
日
本
の
経
済
力

と
中
国
政
府
の
交
流
促
進
の
意
欲
を
背
景
に
順
調
に
行
わ
れ
て
き
た
日
本
の
対
中
文
化
交
流
事
業
は
、
歴
史
認
識
問
題
の
深
刻
化
と
い
う
課

題
に
直
面
し
た
だ
け
で
な
く
、
日
中
政
府
間
関
係
の
変
化
に
よ
る
影
響
を
強
く
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
（V

yas,2011

：89-93

）。
一
九
九
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本
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ロ
マ
シ
ー

一
〇
四
六

八
年
か
ら
二
〇
〇
一
年
ま
で
の
外
交
青
書
で
確
認
で
き
る
よ
う
に
、
日
本
政
府
は
中
国
の
経
済
成
長
を
意
識
し
、
以
前
よ
り
日
中
関
係
の
重

要
性
を
高
く
評
価
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
歴
史
認
識
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
摩
擦
に
対
処
す
る
た
め
に
、
種
々
の
レ
ベ
ル
の
交
流

や
相
互
理
解
が
必
要
だ
と
言
及
さ
れ
て
い
た
。
一
九
九
〇
年
代
の
日
中
関
係
が
変
化
し
た
た
め
、
日
本
の
対
中
政
策
と
そ
れ
に
基
づ
く
文
化

交
流
も
変
化
し
、
対
中
経
済
支
援
を
支
え
る
た
め
の
語
学
教
育
や
人
材
育
成
か
ら
双
方
向
の
文
化
交
流
へ
シ
フ
ト
し
た
。
一
九
九
〇
年
代
に

お
い
て
、
事
業
の
拡
大
と
同
時
にO

D
A

事
業
か
ら
の
脱
却
が
図
ら
れ
、
日
中
共
同
事
業
に
変
化
し
つ
つ
あ
る
﹁
大
平
学
校
﹂
は
そ
の
よ
う

な
変
化
を
代
表
す
る
好
例
で
あ
る
（
小
熊
・
川
島
、
二
〇
一
二
：
五
四
︱
七
三
）。
し
か
し
、
対
中
文
化
交
流
の
重
要
性
は
一
段
と
強
く
認

識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
は
い
え
、
中
国
の
経
済
的
、
軍
事
的
な
台
頭
を
背
景
に
、
日
本
に
と
っ
て
の
中
国
は
歴
史
認
識
問
題
を
抱
え
る

周
辺
国
か
ら
競
争
と
警
戒
の
対
象
国
へ
と
変
化
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
バ
ブ
ル
が
崩
壊
し
、
経
済
の
低
成
長
期
が
続
く
中
、
国
際
文
化
交

流
の
予
算
と
活
動
規
模
の
縮
小
が
余
儀
な
く
さ
れ
た
た
め
、
二
一
世
紀
初
頭
に
お
け
る
日
本
の
Ｐ
Ｄ
は
新
た
な
コ
ン
セ
プ
ト
に
よ
る
概
念
の

修
正
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。

Ⅳ　

二
〇
〇
〇
年
代
以
降
の
広
報
文
化
外
交

　

二
〇
〇
〇
年
代
前
半
に
お
い
て
、
外
交
環
境
の
変
化
が
日
本
の
対
外
政
策
、
そ
し
て
Ｐ
Ｄ
に
変
化
を
も
た
ら
し
た
。
同
時
多
発
テ
ロ
事
件

以
降
、
米
国
を
は
じ
め
、
多
く
の
国
々
は
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
を
獲
得
す
る
手
段
と
し
て
の
Ｐ
Ｄ
に
注
目
し
、
政
策
関
係
者
、
研
究
者
、
そ
し

て
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
間
で
は
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
や
Ｐ
Ｄ
に
関
す
る
議
論
が
急
増
し
た
。
小
泉
純
一
郎
首
相
の
靖
国
神
社
参
拝
に
対
し
、
中

国
と
韓
国
の
大
衆
が
激
し
く
反
発
す
る
中
、
日
本
政
府
も
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
の
重
要
性
を
再
確
認
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
国
家
の
ソ
フ
ト
・

パ
ワ
ー
を
強
化
す
る
た
め
に
、
広
報
文
化
外
交
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
下
で
、
対
外
発
信
と
国
際
文
化
交
流
の
一
貫
性
、
戦
略
性
が
強
調
さ
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日
本
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー

同
志
社
法
学　

六
八
巻
三
号�

二
三
九

一
〇
四
七

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
深
化
や
中
国
な
ど
の
新
興
国
の
台
頭
に
対
す
る
認
識
が
強
ま
る
中
、
日
本
に

お
け
る
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
や
広
報
文
化
外
交
を
巡
る
議
論
が
よ
り
い
っ
そ
う
活
発
化
し
て
き
た
。
し
か
し
、
日
本
の
政
策
関
係
者
や
有
識
者

の
広
報
文
化
外
交
に
対
す
る
意
欲
を
強
め
た
の
は
、
決
し
て
外
交
環
境
の
変
化
の
み
で
は
な
か
っ
た
。
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
日
本
経
済
が

低
迷
す
る
中
、
政
府
予
算
の
削
減
に
伴
う
政
策
の
効
率
化
に
対
す
る
要
求
と
い
っ
た
国
内
政
治
の
変
化
も
広
報
文
化
外
交
の
概
念
変
容
を
促

す
主
な
要
因
で
あ
っ
た
。

　

一
九
八
〇
年
代
末
か
ら
一
九
九
〇
年
代
初
頭
に
か
け
て
、
国
際
文
化
交
流
の
予
算
と
活
動
が
急
速
に
拡
大
し
た
が
、
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊

に
伴
い
、
低
金
利
と
財
政
難
が
﹁
不
要
不
急
﹂
の
扱
い
に
さ
れ
や
す
い
国
際
文
化
交
流
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
総
務
庁
行
政
監
察
局
が

国
際
文
化
交
流
事
業
及
び
実
施
状
況
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
、
一
九
九
一
年
に
観
察
結
果
を
公
表
し
た
。
同
監
察
報
告
書
で
は
、
国
際
文
化

交
流
に
関
連
す
る
予
算
の
削
減
は
求
め
ら
れ
な
か
っ
た
が
、文
化
交
流
事
業
の
実
施
や
組
織
構
造
に
存
在
す
る
効
率
性
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
、

交
流
基
金
内
の
各
部
門
間
、
そ
し
て
交
流
基
金
と
外
務
省
や
そ
の
他
の
省
庁
の
活
動
が
重
複
し
、
連
携
が
不
十
分
な
点
な
ど
が
問
題
視
さ
れ
、

効
率
的
か
つ
効
果
的
に
国
際
文
化
交
流
を
実
施
す
る
た
め
の
種
々
の
勧
告
が
行
わ
れ
た
（
総
務
庁
行
政
監
察
局
：
一
九
九
一
）。
そ
の
後
、

財
政
難
が
深
刻
化
す
る
中
、
国
際
文
化
交
流
に
お
け
る
事
業
実
施
の
効
率
性
に
関
す
る
指
摘
は
し
ば
し
ば
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
和
田
に

よ
る
と
、
一
九
九
〇
年
代
中
盤
以
降
国
際
交
流
基
金
の
事
業
費
の
伸
び
が
鈍
化
し
、
国
際
文
化
交
流
に
お
い
て
も
バ
ブ
ル
が
終
わ
っ
た
と
い

う
。
国
際
文
化
交
流
の
事
業
展
開
が
よ
り
戦
略
的
に
な
り
、
そ
し
て
官
か
ら
民
へ
、
中
央
か
ら
地
域
へ
シ
フ
ト
が
顕
著
に
な
り
、
そ
の
結
果

と
し
て
国
際
文
化
交
流
に
関
わ
る
ア
ク
タ
ー
の
多
様
化
も
進
ん
だ
（
和
田
、
二
〇
〇
四
：
七
八
︱
七
九
）。

　

一
連
の
国
内
要
因
が
あ
る
中
、
と
り
わ
け
中
央
省
庁
再
編
や
特
殊
法
人
改
革
は
Ｐ
Ｄ
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
き
た
。
一
九
九
七
年
に

行
わ
れ
た
行
政
改
革
会
議
お
い
て
、
国
際
文
化
交
流
も
含
む
、
外
務
省
が
実
施
し
て
い
る
業
務
が
他
省
庁
と
重
複
し
て
い
る
問
題
が
議
論
さ

れ
、
文
部
省
が
国
際
文
化
交
流
事
業
を
引
き
受
け
、
所
管
事
業
と
の
一
体
化
が
望
ま
し
い
と
い
う
文
部
省
の
主
張）
₁₅
（

に
対
し
、
外
務
省
は
自
ら
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同
志
社
法
学　

六
八
巻
三
号�

二
四
〇

日
本
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー

一
〇
四
八

が
国
際
文
化
交
流
事
業
を
担
当
、
実
施
す
る
意
義
を
強
調
し
、
国
際
文
化
交
流
は
単
な
る
国
内
行
政
の
延
長
で
は
な
く
、
広
く
日
本
の
対
外

関
係
を
増
進
さ
せ
る
た
め
の
有
効
な
手
段
と
し
て
捉
え
る
べ
き
だ
と
説
明
し
、
現
行
体
制
を
運
用
面
か
ら
強
化
す
べ
き
だ
と
の
立
場
を
示
し

た）
₁₆
（

。
最
終
的
に
、
一
九
九
八
年
に
成
立
し
た
﹁
中
央
省
庁
等
改
革
基
本
法
﹂
第
一
九
条
（
外
務
省
の
編
成
方
針
）
で
は
、﹁
国
際
文
化
交
流

に
つ
い
て
、
教
育
科
学
技
術
省
と
の
連
携
を
さ
ら
に
緊
密
化
す
る
こ
と
﹂）
₁₇
（

が
求
め
ら
れ
た
。
二
〇
〇
一
年
に
行
わ
れ
た
中
央
省
庁
再
編
に
際

し
て
、
国
際
文
化
交
流
に
関
す
る
外
務
省
と
文
化
庁
の
役
割
分
担
が
明
確
化
さ
れ
、
文
化
庁
の
役
割
拡
大
が
認
め
ら
れ
た
の
に
対
し
、
外
務

省
と
国
際
交
流
基
金
の
活
動
は
外
交
に
資
す
る
も
の
に
限
定
さ
れ
た
（
岡
、
二
〇
一
二
：
二
〇
四
）。
そ
し
て
、
二
〇
〇
一
年
に
制
定
さ
れ

た
﹁
特
殊
法
人
等
改
革
基
本
法
﹂
に
よ
り
、
改
革
推
進
本
部
が
設
置
さ
れ
、
国
際
交
流
基
金
も
審
査
の
対
象
と
な
り
、
独
立
行
政
法
人
化
が

決
定
し
た
。
国
際
交
流
基
金
に
対
す
る
、
事
業
に
つ
い
て
講
ず
る
べ
き
措
置
と
し
て
、
外
交
政
策
上
必
要
性
の
高
い
も
の
に
限
定
す
る
こ
と

に
よ
り
事
業
量
の
縮
小
や
、
客
観
的
な
事
業
評
価
の
指
標
を
設
定
し
、
外
部
評
価
を
実
施
す
る
と
と
も
に
評
価
の
内
容
を
国
民
に
情
報
提
供

す
る
こ
と
な
ど
が
求
め
ら
れ
た）
₁₈
（

。
二
〇
〇
二
年
に
公
布
、
施
行
さ
れ
た
﹁
独
立
行
政
法
人
国
際
交
流
基
金
法
﹂
で
は
、
基
金
の
目
的
は
﹁
我

が
国
に
対
す
る
諸
外
国
の
理
解
を
深
め
、
国
際
相
互
理
解
を
増
進
し
、
及
び
文
化
そ
の
他
の
分
野
に
お
い
て
世
界
に
貢
献
し
、
も
っ
て
良
好

な
国
際
環
境
の
整
備
並
び
に
我
が
国
の
調
和
あ
る
対
外
関
係
の
維
持
及
び
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
﹂
と
さ
れ
た
（
国
際
交
流
基
金
三
〇
年
史

編
纂
室
編
、
二
〇
〇
六
：
三
四
三
︱
三
四
七
）。
特
殊
法
人
時
代
の
目
的
と
比
べ
、
新
目
的
は
国
際
的
公
益
と
日
本
の
国
益
、
外
交
へ
の
寄

与
の
双
方
を
よ
り
明
確
に
し
た
（
国
際
交
流
基
金
三
〇
年
史
編
纂
室
編
、
二
〇
〇
六
：
八
〇
︱
八
一
）
の
で
あ
る
。
役
割
が
明
確
化
し
、
事

業
運
営
の
効
果
と
効
率
性
が
求
め
ら
れ
る
に
つ
れ
、
外
務
省
だ
け
で
な
く
、
高
い
自
律
性
を
維
持
し
て
き
た
国
際
交
流
基
金
も
対
外
政
策
と

し
て
の
国
際
文
化
交
流
の
意
義
を
強
く
意
識
、
主
張
す
る
よ
う
に
な
る
。
岡
に
よ
る
と
、
国
際
交
流
基
金
が
組
織
運
営
上
独
立
性
の
高
い
独

立
行
政
法
人
へ
と
移
行
し
た
が
、
文
化
庁
と
の
役
割
分
担
を
明
確
に
す
る
た
め
、
外
務
省
の
政
策
へ
の
接
近
が
顕
著
に
な
り
、
基
金
の
目
標

も
広
報
文
化
外
交
政
策
に
明
示
的
に
関
連
づ
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
背
景
に
は
、
そ
れ
ら
の
対
応
を
な
く
し
て
、
国
際
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日
本
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー

同
志
社
法
学　

六
八
巻
三
号�

二
四
一

一
〇
四
九

交
流
基
金
が
独
立
行
政
法
人
と
し
て
生
き
残
る
こ
と
が
困
難
だ
と
外
務
省
が
判
断
し
た
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
（
岡
、
二
〇
一
二
：
二
〇
四

︱
二
〇
五
）。

　

従
来
の
国
際
文
化
交
流
に
関
連
す
る
予
算
が
削
減
さ
れ
、
事
業
運
営
の
戦
略
性
と
効
率
性
が
強
く
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
中
、
外
交
環

境
の
変
化
に
伴
い
、
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
が
国
際
文
化
交
流
や
文
化
、
情
報
発
信
の
意
義
を
裏
付
け
る
概
念
と
し
て
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
し
て
、
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
を
活
用
す
る
重
要
な
手
段
と
し
て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
を
巡
る
議
論
が
二
〇
〇
〇
年
代
以

降
活
発
化
し
、
や
が
て
違
い
が
意
識
さ
れ
て
き
た
対
外
広
報
と
国
際
文
化
交
流
が
Ｐ
Ｄ
、
広
報
文
化
外
交
と
い
う
概
念
に
﹁
統
合
﹂
さ
れ
る

こ
と
と
な
る
。
ナ
イ
に
よ
り
提
起
さ
れ
た
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
に
よ
る
議
論
は
一
九
九
〇
年
代
初
頭
に
お
い
て
、
す
で
に
翻
訳
本
﹃
不
滅
の
大

国
ア
メ
リ
カ
﹄（
ナ
イ
、一
九
九
〇
）
を
通
じ
て
日
本
に
も
紹
介
さ
れ
た
。
経
済
成
長
の
低
迷
を
背
景
に
、一
九
九
〇
年
代
末
以
降
、ソ
フ
ト
・

パ
ワ
ー
は
し
ば
し
ば
外
交
政
策
関
係
者
や
有
識
者
に
よ
る
議
論
に
お
い
て
言
及
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
日
本
の
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
巡
る
議
論

で
は
論
者
に
よ
っ
て
認
識
と
理
解
の
違
い
が
存
在
す
る
が
、
共
通
の
特
徴
と
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
市
民
社
会
化
と
い
っ
た
変

化
へ
の
問
題
意
識
で
あ
り
、
そ
し
て
、
軍
事
力
や
経
済
力
だ
け
で
な
く
、
日
本
の
文
化
の
力
を
活
用
す
べ
き
だ
と
い
っ
た
主
張
で
あ
っ
た
。

　

外
交
青
書
四
二
号
で
は
、
脅
威
の
多
様
化
、
国
力
の
多
元
化
と
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
が
二
一
世
紀
の
三
つ
の
大
き
な
流
れ
と

し
て
分
析
さ
れ
、
軍
事
力
の
み
な
ら
ず
、
経
済
力
、
技
術
力
、
文
化
の
力
な
ど
様
々
な
要
素
が
外
交
に
影
響
を
与
え
て
お
り
、
国
益
を
実
現

し
て
い
く
た
め
に
は
、
軍
事
力
以
外
の
様
々
な
力
を
背
景
に
国
際
的
な
発
言
力
を
増
し
て
い
く
こ
と
が
ま
す
ま
す
重
要
だ
と
強
調
さ
れ
た
。

二
〇
〇
〇
年
一
月
、
小
渕
恵
三
首
相
の
委
嘱
に
よ
る
﹁
二
一
世
紀
日
本
の
構
想
﹂
懇
談
会
が
報
告
書
で
あ
る
﹃
日
本
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
は
日

本
の
中
に
あ
る
︱
自
律
と
協
治
で
築
く
新
世
紀
﹄
が
提
出
さ
れ
、
ハ
ー
ド
・
パ
ワ
ー
に
対
比
し
、
時
代
が
文
化
力
、
魅
力
と
感
動
を
競
う
ソ

フ
ト
・
パ
ワ
ー
へ
移
行
し
て
い
る
と
の
認
識
が
示
さ
れ
た
（﹁
二
一
世
紀
日
本
の
構
想
﹂
懇
談
会
、
二
〇
〇
〇
：
九
五
）。
ほ
ぼ
同
時
期
に
お

い
て
は
、
同
報
告
書
の
他
に
も
経
済
の
再
生
、
社
会
と
文
化
の
魅
力
と
関
連
し
、
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
を
強
調
す
る
議
論
が
あ
っ
た
（
例
と
し
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一
〇
五
〇

て
、
竹
中
、
一
九
九
九
）。
そ
の
背
景
に
は
、
大
国
と
な
っ
た
日
本
が
軍
事
力
増
強
の
代
わ
り
に
、
ど
の
よ
う
に
経
済
や
文
化
力
を
生
か
し
、

国
内
外
の
問
題
に
対
応
す
べ
き
か
、
と
い
う
問
題
意
識
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
同
報
告
書
は
二
一
世
紀
の
世
界
の
潮
流
は
﹁
グ
ロ

ー
バ
ル
化
﹂、﹁
グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
テ
ラ
シ
ー
（
国
際
対
話
能
力
）﹂、﹁
科
学
技
術
の
進
化
﹂
と
﹁
少
子
高
齢
化
﹂
で
あ
る
と
分
析
し
、
明
治

以
降
の
﹁
追
い
つ
け
追
い
越
せ
﹂
モ
デ
ル
で
発
展
し
て
き
た
日
本
に
と
っ
て
、
新
た
な
挑
戦
と
改
革
が
迫
ら
れ
て
い
る
と
強
調
し
た
。
そ
し

て
、
社
会
、
経
済
の
硬
直
性
と
脆
弱
性
が
露
呈
し
た
日
本
に
と
っ
て
、
国
内
に
お
い
て
は
官
と
民
の
関
係
を
調
整
し
、
対
外
的
に
は
よ
り
開

か
れ
た
姿
勢
で
、
シ
ビ
リ
ア
ン
・
パ
ワ
ー
を
生
か
し
て
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
対
応
す
べ
き
だ
と
主
張
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
同
報
告
書

は
対
外
政
策
に
関
連
し
、
国
内
基
盤
を
強
化
す
る
具
体
的
な
提
言
と
し
て
、﹁
言
力
政
治
（
ワ
ー
ド
・
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
）﹂
の
強
化
（﹁
二
一

世
紀
日
本
の
構
想
﹂
懇
談
会
、
二
〇
〇
〇
：
一
二
八
︱
一
二
九
）
を
求
め
た
。
こ
の
ワ
ー
ド
・
ポ
リ
テ
ィ
ッ
ク
ス
を
提
唱
し
た
田
中
明
彦
は

自
ら
の
著
書
に
お
い
て
、
ワ
ー
ド
・
パ
ワ
ー
（
言
力
）
を
、
短
期
的
な
発
信
と
シ
ン
ボ
ル
の
操
作
と
、
長
期
的
な
ア
ジ
ェ
ン
ダ
設
定
の
パ
ワ

ー
と
し
て
説
明
し
、
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
と
の
関
連
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
た
（
田
中
、
二
〇
〇
〇
：
九
七
︱
一
〇
二；

一
三
四
︱
一
三
八
）。

以
下
で
詳
述
す
る
よ
う
に
、
二
〇
〇
一
年
に
起
こ
っ
た
同
時
多
発
テ
ロ
と
そ
の
後
の
米
国
に
よ
る
対
テ
ロ
戦
争
は
日
本
に
お
け
る
ソ
フ
ト
・

パ
ワ
ー
や
Ｐ
Ｄ
に
関
す
る
議
論
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
と
な
る
が
、
日
本
の
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
を
巡
る
議
論
は
そ
れ
以
前
か
ら
す
で

に
始
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

二
〇
〇
〇
年
と
二
〇
〇
一
年
に
行
わ
れ
た
鼎
談）
₁₉
（

で
は
、
出
席
者
は
二
一
世
紀
に
お
い
て
文
化
が
日
本
の
外
交
に
お
い
て
よ
り
重
要
な
役
割

を
果
た
す
だ
ろ
う
と
の
認
識
を
示
し
た
。
鼎
談
に
お
い
て
、
国
際
交
流
基
金
理
事
で
あ
る
藤
井
宏
昭
は
、
国
際
政
治
に
お
け
る
力
の
本
質
の

重
点
が
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
に
移
り
つ
つ
あ
る
と
述
べ
、
文
化
交
流
に
よ
っ
て
日
本
文
化
が
さ
ら
に
魅
力
あ
る
も
の
と
し
て
、
外
交
面
と
経
済

面
で
も
大
き
な
力
に
な
る
と
強
調
し
た
。
二
〇
〇
二
年
、
藤
井
宏
昭
理
事
長
の
依
頼
を
受
け
、
諮
問
グ
ル
ー
プ
国
際
交
流
研
究
会
が
会
合
を

重
ね
、
翌
年
の
二
〇
〇
三
年
に
報
告
書
で
あ
る
﹁
新
た
な
時
代
の
外
交
と
国
際
交
流
の
新
た
な
役
割
︱
世
界
世
論
形
成
へ
の
日
本
の
本
格
的
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六
八
巻
三
号�

二
四
三

一
〇
五
一

参
画
を
目
指
し
て
﹂
を
提
出
し
た
。
同
研
究
会
は
急
速
に
変
化
す
る
国
際
環
境
を
踏
ま
え
、
新
た
に
浮
上
し
た
外
交
課
題
に
つ
い
て
議
論
を

行
い
、
こ
れ
に
対
し
国
際
交
流
が
果
た
す
べ
き
役
割
に
つ
い
て
分
析
し
、
提
言
を
行
っ
た
。
同
研
究
会
に
よ
る
報
告
書
で
は
、
世
界
世
論
の

形
成
と
そ
の
影
響
の
重
要
性
を
説
明
し
、
日
本
の
課
題
と
し
て
、﹁﹃
世
界
世
論
﹄
の
形
成
や
ル
ー
ル
づ
く
り
に
一
層
積
極
的
に
か
か
わ
る
と

と
も
に
価
値
観
を
共
有
す
る
国
々
と
協
力
し
て
、
こ
う
し
た
価
値
観
が
十
分
実
現
し
て
い
な
い
国
々
や
価
値
観
を
受
け
入
れ
よ
う
と
し
な
い

国
々
へ
の
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
﹂（
国
際
交
流
研
究
会
、
二
〇
〇
三
：
七
）
と
強
調
し
た
。
そ
し
て
、
同
報
告
書
は
、
外

交
に
お
い
て
軍
事
力
に
依
拠
せ
ず
、
経
済
力
も
弱
ま
り
つ
つ
あ
る
日
本
に
と
っ
て
、
国
際
環
境
の
変
化
と
諸
課
題
に
対
応
す
る
た
め
に
Ｐ
Ｄ

の
強
化
と
国
民
レ
ベ
ル
の
外
交
の
推
進
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
主
張
し
た
。
Ｐ
Ｄ
の
強
化
に
当
た
っ
て
は
短
期
的
な
広
報
の
強
化
の
み

な
ら
ず
、
中
長
期
的
な
観
点
か
ら
の
人
材
育
成
、
人
的
交
流
や
文
化
交
流
な
ど
の
手
段
を
組
み
合
わ
せ
、
世
界
世
論
を
担
う
パ
ブ
リ
ッ
ク
・

イ
ン
テ
レ
ク
チ
ュ
ア
ル
や
非
政
府
ア
ク
タ
ー
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
参
加
が
同
時
に
重
要
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
日
本
文
化
の

海
外
発
信
、
文
化
を
通
じ
た
国
際
貢
献
や
国
際
交
流
の
支
援
と
い
っ
た
面
に
お
い
て
、
公
的
資
金
を
使
用
し
つ
つ
政
府
か
ら
一
定
の
距
離
を

持
つ
国
際
交
流
基
金
は
Ｐ
Ｄ
を
担
う
重
要
な
役
割
を
果
た
せ
る
と
の
認
識
が
示
さ
れ
た
（
国
際
交
流
研
究
会
、
二
〇
〇
三
）。
こ
れ
ら
の
議

論
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
従
来
国
際
文
化
交
流
を
行
っ
て
き
た
国
際
交
流
基
金
は
二
〇
〇
〇
年
代
初
頭
に
お
い
て
、
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
や
Ｐ

Ｄ
の
概
念
を
巡
る
議
論
を
行
い
、
新
た
な
環
境
変
化
に
対
応
す
る
た
め
の
、
自
ら
の
役
割
を
模
索
し
、
再
評
価
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
な
お
、

政
策
広
報
の
役
割
は
引
き
続
き
政
府
の
業
務
で
あ
る
が
、﹁
欧
米
諸
国
に
お
け
る
交
流
と
情
報
の
連
携
強
化
の
ト
レ
ン
ド
に
照
ら
せ
ば
、
一

般
広
報
と
国
際
交
流
の
境
界
は
曖
昧
に
な
り
つ
つ
﹂、
交
流
基
金
は
﹁
日
本
の
発
信
力
の
向
上
と
の
観
点
か
ら
、
一
般
広
報
と
国
際
交
流
の

連
携
強
化
を
今
後
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
﹂（
国
際
交
流
研
究
会
、
二
〇
〇
三
：
三
四
）
と
の
理
解
も
現
れ
た
。
さ
ら
に
注
目
す
べ
き

点
と
し
て
、
重
点
地
域
戦
略
強
化
の
部
分
に
お
い
て
、
従
来
重
視
し
て
き
た
米
国
だ
け
で
な
く
、
中
国
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
地
域
戦
略
を
よ

り
明
確
化
し
、
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
と
強
調
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
国
際
交
流
研
究
会
、
二
〇
〇
三
：
三
一
）。
委
員
と
し
て
こ
の
研
究
会
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同
志
社
法
学　

六
八
巻
三
号�

二
四
四

日
本
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー

一
〇
五
二

に
携
わ
っ
た
和
田
は
Ｐ
Ｄ
に
関
す
る
論
文
に
お
い
て
、同
時
多
発
テ
ロ
以
降
の
米
国
の
Ｐ
Ｄ
に
つ
い
て
、﹁
情
報
﹂
と
﹁
交
流
﹂
を
核
と
し
て
、

ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
の
発
揮
が
戦
略
的
に
展
開
さ
れ
て
い
る
と
評
し
、
今
後
の
国
際
社
会
で
は
対
話
や
相
互
理
解
の
必
要
性
が
さ
ら
に
強
ま
る

だ
ろ
う
と
分
析
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
外
交
環
境
の
変
化
に
対
し
、
日
本
も
自
ら
の
Ｐ
Ｄ
を
構
築
す
る
た
め
に
、
と
り
わ
け
国
益
に

関
す
る
議
論
や
、
政
府
と
非
政
府
ア
ク
タ
ー
の
役
割
に
関
す
る
議
論
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
問
題
提
起
を
し
た
（
和
田
、
二
〇
〇
二
）。

　

二
〇
〇
二
年
、
フ
ォ
ー
リ
ン
ポ
リ
シ
ー
誌
に
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
あ
る
マ
ッ
グ
レ
イ
に
よ
る
﹁
日
本
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ク
ー
ル
﹂
が
掲
載

さ
れ
、
ポ
ッ
プ
・
カ
ル
チ
ャ
ー
を
始
め
と
す
る
文
化
に
よ
る
魅
力
が
日
本
の
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
を
強
め
、
経
済
の
再
生
を
も
た
ら
す
だ
ろ
う

と
主
張
さ
れ
た
（M

cgray, 2002
）。
そ
し
て
、
ナ
イ
も
著
書
﹃
ア
メ
リ
カ
へ
の
警
告
︱
︱
二
一
世
紀
国
際
政
治
の
パ
ワ
ー
・
ゲ
ー
ム
﹄（
ナ

イ
、
二
〇
〇
二
）
や
﹃
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
︱
二
一
世
紀
国
際
政
治
を
制
す
る
見
え
ざ
る
力
﹄（
ナ
イ
、
二
〇
〇
四
）
で
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
を

巡
る
議
論
を
展
開
し
、
軍
事
力
や
経
済
力
と
対
比
し
、
新
世
紀
に
お
け
る
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
の
重
要
性
を
強
調
し
た
。
同
時
多
発
テ
ロ
事
件

以
降
、
こ
れ
ら
が
代
表
す
る
欧
米
で
の
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
を
巡
る
議
論
は
日
本
に
も
影
響
を
与
え
、
後
に
日
本
の
多
く
の
政
策
関
係
者
や
有

識
者
が
こ
れ
ら
欧
米
で
の
議
論
踏
ま
え
、
日
本
の
文
化
力
を
い
か
に
活
用
し
、
Ｐ
Ｄ
あ
る
い
は
文
化
外
交
を
通
じ
て
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
を
強

化
す
る
重
要
性
を
強
調
し
て
い
た）
₂₀
（

。

　

二
〇
〇
四
年
、
小
泉
純
一
郎
首
相
の
要
請
に
よ
り
、
文
化
外
交
の
推
進
に
関
す
る
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
、
翌
年
の
二
〇
〇
五
年
に
報
告
書

で
あ
る
﹁﹃
文
化
交
流
の
平
和
国
家
﹄
日
本
の
創
造
を
﹂
が
小
泉
首
相
に
提
出
さ
れ
た
。
報
告
書
で
は
、
Ｐ
Ｄ
に
直
接
な
言
及
は
さ
れ
な
か

っ
た
も
の
の
、
文
化
交
流
や
文
化
分
野
で
の
国
際
協
力
を
通
じ
て
総
合
理
解
を
深
め
、
地
域
研
究
、
知
的
交
流
を
通
じ
て
の
対
外
発
信
が
日

本
外
交
に
幅
と
奥
行
き
を
持
た
せ
る
上
で
重
要
で
あ
る
と
い
う
認
識
の
も
と
で
議
論
が
展
開
さ
れ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
文
化
外
交
の
死
活

的
重
要
性
を
認
識
せ
ず
、
知
的
、
人
的
、
物
的
資
源
を
最
大
限
生
か
せ
る
体
制
を
整
備
せ
ず
、
本
気
で
文
化
外
交
を
展
開
し
な
け
れ
ば
、
国

際
社
会
に
お
け
る
日
本
の
存
在
感
が
急
速
に
薄
れ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
と
い
う
危
機
意
識
が
あ
っ
た
（
文
化
外
交
の
推
進
に
関
す
る
懇
談
会
、
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八
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二
四
五

一
〇
五
三

二
〇
〇
四
：
六
）。
Ｐ
Ｄ
の
概
念
に
極
め
て
近
い
、
文
化
外
交
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
、
外
交
戦
略
に
資
す
る
よ
う
に
、
日
本
の
魅
力
を
ア

ピ
ー
ル
し
、
発
信
力
の
強
化
と
相
互
交
流
を
通
じ
、
諸
外
国
の
対
日
イ
メ
ー
ジ
向
上
や
親
日
感
の
醸
成
と
い
う
明
快
な
目
標
が
示
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
報
告
書
で
論
じ
ら
れ
た
文
化
外
交
の
目
的
は
一
、﹁
自
国
に
つ
い
て
の
理
解
促
進
と
イ
メ
ー
ジ
向
上
﹂、
二
、﹁
紛
争
回
避
の
た
め

の
異
な
る
文
化
間
、
文
明
間
の
相
互
理
解
と
信
頼
の
涵
養
﹂、
三
、﹁
全
人
類
に
共
通
の
価
値
や
理
念
の
育
成
に
向
け
て
の
貢
献
﹂
に
設
定
さ

れ
た
（
文
化
外
交
の
推
進
に
関
す
る
懇
談
会
、
二
〇
〇
四
）。
中
国
を
含
む
東
ア
ジ
ア
地
域
は
Ｐ
Ｄ
の
重
点
対
象
地
域
と
し
て
再
確
認
さ
れ
、

﹁
積
極
的
か
つ
戦
略
的
な
文
化
交
流
を
展
開
す
べ
き
で
あ
る
﹂
と
さ
れ
た
。
歴
史
認
識
な
ど
の
困
難
な
問
題
に
対
し
、
丁
寧
に
説
明
し
て
い

く
と
共
に
、
文
化
交
流
や
対
話
、
文
化
面
で
の
国
際
協
力
を
通
じ
て
対
日
理
解
を
促
進
し
、
二
国
間
の
相
互
理
解
と
対
日
信
頼
感
だ
け
で
な

く
、
将
来
の
﹁
共
同
体
﹂
形
成
に
向
け
て
地
域
レ
ベ
ル
の
共
通
の
利
益
や
価
値
観
、
一
体
感
の
醸
成
も
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
文
化

外
交
の
推
進
に
関
す
る
懇
談
会
、
二
〇
〇
四
：
二
〇
︱
二
一
）。

　

二
〇
〇
四
年
八
月
、
外
務
省
は
大
規
模
な
組
織
改
編
を
行
っ
た
。
組
織
、
機
構
面
で
の
改
革
と
し
て
、
大
臣
官
房
の
元
に
広
報
文
化
交
流

部
が
新
設
さ
れ
、
そ
の
英
語
名
称
がP

ublic D
iplom

acy D
epartm

ent

と
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
従
来
組
織
的
に
分
け
ら
れ
て
い
た
対

外
広
報
と
国
際
文
化
交
流
が
部
分
的
に
再
統
合
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
（
金
子
、二
〇
〇
七
：
二
〇
〇
︱
二
〇
八
）。
外
交
青
書
第
四
八
号
で
は
、

初
め
て
公
式
に
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、﹁
軍
事
力
や
経
済
力
と
い
っ
た
相
手
の
政
策
変
更
を
促
す
こ
と
が
で
き
る
力
（
ハ

ー
ド
・
パ
ワ
ー
）
に
加
え
、
そ
の
国
が
も
つ
価
値
観
や
文
化
の
魅
力
で
相
手
を
惹
き
つ
け
る
力
、
い
わ
ゆ
る
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
が
、
国
の
イ

メ
ー
ジ
を
高
め
、
外
交
力
の
向
上
と
広
義
の
安
全
保
障
、
海
外
で
の
邦
人
の
安
全
性
の
向
上
に
つ
な
が
る
と
の
認
識
が
広
が
っ
て
い
る
﹂
と

強
調
し
た
（
外
交
青
書
第
四
八
号
：
二
四
六
）。
そ
し
て
、
広
報
文
化
交
流
部
の
新
設
に
つ
い
て
、﹁
日
本
の
対
外
イ
メ
ー
ジ
を
向
上
さ
せ
、

日
本
文
化
の
持
つ
魅
力
を
外
交
上
も
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
と
し
て
最
大
限
活
用
す
る
た
め
﹂、﹁
海
外
広
報
と
文
化
交
流
を
連
携
さ
れ
た
パ
ブ
リ

ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
を
展
開
し
て
い
る
﹂
と
説
明
さ
れ
た
（
外
交
青
書
第
四
八
号
：
二
九
二
）。
二
〇
〇
四
年
の
時
点
で
は
、
Ｐ
Ｄ
の



（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
八
巻
三
号�

二
四
六

日
本
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー

一
〇
五
四

定
義
は
﹁
伝
統
的
な
政
府
対
政
府
の
外
交
で
は
な
く
、
民
間
と
も
連
携
し
つ
つ
外
国
の
国
民
・
世
論
に
直
接
働
き
か
け
る
外
交
活
動
﹂
と
し

て
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
な
お
、
Ｐ
Ｄ
は
﹁﹃
対
市
民
外
交
﹄、
あ
る
い
は
﹃
広
報
外
交
﹄
と
訳
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
定
訳
は
ま

だ
な
い
﹂
と
の
説
明
（
外
交
青
書
第
四
八
号
：
二
四
六
）
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
Ｐ
Ｄ
の
日
本
語
訳
が
ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
広
報

と
文
化
外
交
を
統
合
し
た
Ｐ
Ｄ
が
公
式
な
概
念
と
し
て
日
本
外
交
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
え
る
。

　

二
〇
〇
〇
年
代
序
盤
に
お
い
て
、
日
本
は
安
全
保
障
面
の
協
力
を
始
め
、
同
盟
国
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
と
の
協
力
を
推
進
し
、
東
ア
ジ
ア
諸

国
と
の
協
力
関
係
の
深
化
も
図
っ
て
い
た
。
台
頭
す
る
中
国
に
対
し
、
日
本
政
府
は
警
戒
し
つ
つ
も
、
小
泉
首
相
の
﹁
挑
戦
﹂、﹁
好
機
﹂
発

言
が
代
表
す
る
よ
う
に
、
前
向
き
に
捉
え
て
い
た
。
そ
し
て
、
中
国
で
も
対
日
新
思
考
が
現
れ
、
胡
錦
濤
新
政
権
も
対
日
関
係
を
改
善
す
る

意
欲
を
見
せ
て
い
た
。
し
か
し
、
小
泉
首
相
の
靖
国
神
社
参
拝
と
日
中
間
の
領
土
資
源
問
題
を
巡
る
対
立
に
よ
り
、
両
国
の
互
い
に
対
す
る

国
民
感
情
が
悪
化
し
て
い
っ
た
（
加
茂
、
二
〇
一
二；

伊
藤
、
二
〇
一
二
）。
こ
の
よ
う
な
背
景
の
中
、
国
際
社
会
か
ら
の
高
い
評
価
を
得

る
と
と
も
に
近
隣
諸
国
や
友
好
国
と
の
信
頼
関
係
を
構
築
、
強
化
す
る
こ
と
を
外
交
方
針
と
し
て
掲
げ
る
（
外
交
青
書
第
四
八
号
：
五
）
日

本
の
広
報
文
化
外
交
に
と
っ
て
、
従
来
以
上
に
中
国
や
韓
国
の
対
日
感
情
悪
化
に
対
応
す
る
必
要
性
が
強
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
外
交
青
書
第

四
九
号
は
二
〇
〇
五
年
四
月
に
中
国
各
地
で
発
生
し
た
デ
モ
や
暴
力
行
為
に
触
れ
、
そ
の
背
景
に
中
国
に
お
け
る
日
本
の
政
策
と
文
化
に
対

す
る
理
解
が
不
十
分
で
あ
る
た
め
だ
と
説
明
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
日
本
政
府
の
対
応
と
し
て
、﹁
人
的
往
来
の
促
進
と
あ
わ
せ
、
中
国
国
民

に
対
し
て
日
本
に
関
す
る
正
確
な
情
報
を
発
信
し
、
現
在
の
日
本
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
べ
く
、
諸
施
策
を
推
進
﹂
す
る
こ
と
を
強
調
し

た
（
外
交
青
書
第
四
九
号
：
三
七
︱
三
八
）。

　

し
か
し
、
広
報
文
化
外
交
の
重
要
性
を
強
調
す
る
論
調
が
日
本
政
府
内
外
に
お
い
て
強
ま
っ
た
こ
と
と
は
対
照
的
に
、
独
立
行
政
法
人
と

し
て
再
出
発
し
た
国
際
交
流
基
金
の
第
一
期
中
期
計
画）
₂₁
（

（
二
〇
〇
三
︱
二
〇
〇
七
）
で
は
、
事
業
、
業
務
運
営
の
効
率
化
、
経
費
削
減
や
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
見
直
し
が
随
所
で
強
調
さ
れ
て
い
た
。
同
中
期
計
画
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
効
率
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
た
中
で
も
な
お
、
国
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日
本
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー

同
志
社
法
学　

六
八
巻
三
号�

二
四
七

一
〇
五
五

際
交
流
基
金
が
日
本
語
教
育
や
日
本
研
究
、
知
的
対
話
の
分
野
に
お
い
て
、
米
国
と
ア
ジ
ア
近
隣
諸
国
を
と
り
わ
け
重
要
な
地
域
と
し
て
設

定
し
、
積
極
的
な
支
援
と
事
業
実
施
を
目
指
し
た
。
交
流
基
金
の
中
期
目
標
期
間
事
業
報
告
書
が
示
す
よ
う
に
、
効
率
的
な
事
業
を
実
施
す

る
と
い
う
観
点
か
ら
事
業
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
見
直
し
と
削
減
が
進
む
中
、
交
流
基
金
は
﹁
歴
史
認
識
等
に
起
因
す
る
市
民
レ
ベ
ル
で
の
反
日
感

情
が
高
ま
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
両
国
の
市
民
・
青
少
年
向
け
の
事
業
を
重
点
的
に
実
施
し
た
﹂。
対
中
国
事
業
と
し
て
、﹁
平
成
一
七
年
度

よ
り
、
二
一
世
紀
日
中
交
流
特
別
事
業
を
実
施
し
、
平
成
一
八
年
四
月
に
は
、
政
府
よ
り
国
際
交
流
基
金
に
対
し
新
た
に
出
資
さ
れ
た
二
〇

億
円
と
国
際
交
流
基
金
の
既
存
資
金
を
合
わ
せ
総
額
一
〇
〇
億
円
の
フ
ァ
ン
ド
を
基
礎
と
す
る
日
中
交
流
セ
ン
タ
ー
を
設
立
し
、
中
国
人
高

校
生
の
中
長
期
招
聘
、
日
中
市
民
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
、
中
国
国
内
交
流
拠
点
整
備
を
三
つ
の
柱
と
す
る
日
中
二
一
世
紀
交
流
事
業
を

開
始
し
た
﹂）
₂₂
（

。

　

国
内
外
の
環
境
が
激
し
く
変
化
す
る
中
、
と
り
わ
け
二
〇
〇
〇
年
代
後
半
以
降
、
日
本
の
広
報
文
化
外
交
を
巡
る
議
論
に
お
け
る
中
国
の

存
在
感
が
増
し
て
き
た
。
中
国
が
著
し
く
台
頭
し
、
日
中
政
府
間
、
民
間
に
存
在
す
る
問
題
が
多
様
化
、
激
化
し
て
き
た
た
め
、
広
報
文
化

外
交
の
対
象
と
し
て
中
国
の
重
要
性
が
増
す
こ
と
は
当
然
だ
と
い
え
る
。
一
方
、
二
〇
〇
〇
年
代
中
盤
以
降
は
中
国
で
も
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー

や
公
共
外
交
を
巡
る
議
論
が
活
発
化
し
、
対
外
発
信
や
文
化
交
流
の
実
践
が
本
格
的
に
強
化
さ
れ
る
時
期
で
あ
っ
た
（
張
、
二
〇
一
五
）。

そ
の
た
め
、
日
本
の
広
報
文
化
外
交
に
お
け
る
中
国
の
位
置
づ
け
は
、
台
頭
す
る
競
争
相
手
、
あ
る
い
は
挑
戦
者
で
あ
る
よ
う
に
も
認
識
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
二
〇
〇
六
年
か
ら
二
〇
〇
八
年
に
か
け
て
、
外
務
大
臣
諮
問
機
関
で
あ
る
海
外
交
流
審
議
会
が
﹁
我
が
国
の
発

信
力
強
化
の
た
め
の
施
策
と
体
制
﹂
を
テ
ー
マ
に
議
論
を
重
ね
た
。
二
〇
〇
七
年
の
同
審
議
会
に
よ
る
﹁
日
本
の
発
信
力
強
化
の
た
め
の
五

つ
の
提
言
﹂
で
は
、
日
本
が
総
じ
て
良
好
な
国
際
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
享
受
し
、
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
を
発
揮
し
て
効
果
的
に
外
交
政
策
を
展
開

し
得
る
環
境
に
あ
る
と
し
つ
つ
、
そ
の
環
境
を
十
分
に
生
か
し
て
お
ら
ず
、
各
国
の
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
競
争
が
激
し
さ
を
増
す
中
、
日
本
は

そ
の
良
好
な
環
境
を
生
か
し
、
文
化
や
社
会
の
魅
力
を
訴
え
、
発
信
を
強
化
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
状
況
認
識
を
示
し
た
。
そ
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同
志
社
法
学　

六
八
巻
三
号�

二
四
八

日
本
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー

一
〇
五
六

し
て
、
同
提
言
は
広
報
文
化
外
交
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
一
般
市
民
層
と
有
識
者
層
に
分
け
、
一
般
市
民
層
で
は
日
本
の
ポ
ッ
プ
・
カ
ル
チ
ャ
ー

の
人
気
に
よ
り
対
日
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
有
識
者
層
で
は
中
国
の
急
成
長
な
ど
を
背
景
に
対
日
関
心
が
相
対
的
に
低
下
し
て

い
る
と
分
析
し
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
認
識
に
合
わ
せ
て
、
報
告
書
は
一
般
市
民
層
に
対
し
、
ポ
ッ
プ
・
カ
ル
チ
ャ
ー
を
導
入
し
た
対
日
関

心
層
の
拡
充
を
目
標
と
し
一
、
日
本
文
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
の
新
設
、
二
、
日
本
語
教
育
拠
点
を
一
〇
〇
か
所
以
上
の
展
開
と
日
本
文
化

﹁
ふ
れ
あ
い
の
場
﹂
の
新
規
展
開
を
挙
げ
た
。
そ
し
て
、
有
識
者
層
に
対
し
て
は
対
日
関
心
向
上
の
取
り
組
み
と
し
て
、
三
、
Ｉ
Ｔ
、
メ
デ

ィ
ア
を
通
じ
た
政
策
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
外
国
語
発
信
強
化
、
四
、
知
的
交
流
と
知
日
派
育
成
に
よ
り
日
本
の
有
識
者
の
声
を
世
界
に
反
映
、
五
、

若
手
指
導
者
に
対
す
る
対
日
理
解
促
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
導
入
を
挙
げ
た
（
海
外
交
流
審
議
会
、
二
〇
〇
七
：
三
︱
九
）。

　

二
〇
〇
八
年
に
行
わ
れ
た
、海
外
交
流
審
議
会
第
一
三
回
総
会
に
お
い
て
、答
申
﹁
我
が
国
の
発
信
力
強
化
の
た
め
の
施
策
と
体
制
︱
﹃
日

本
﹄
の
理
解
者
と
フ
ァ
ン
を
増
や
す
た
め
に
︱
﹂
が
採
択
さ
れ
、
発
表
さ
れ
た
。
答
申
で
は
、
現
在
の
国
際
社
会
は
軍
事
力
や
経
済
力
に
加

え
、
国
家
の
発
信
力
が
国
力
に
直
結
す
る
と
い
う
新
た
な
潮
流
に
あ
る
と
述
べ
、
Ｐ
Ｄ
を
通
じ
て
日
本
の
魅
力
や
考
え
方
を
積
極
的
に
海
外

に
伝
え
る
た
め
の
取
組
み
を
本
格
的
に
強
化
す
る
こ
と
が
、日
本
の
対
外
関
係
に
お
い
て
喫
緊
か
つ
死
活
的
な
課
題
で
あ
る
と
強
調
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
答
申
は
前
年
に
発
表
し
た
提
言
の
内
容
を
踏
ま
え
た
上
で
、
よ
り
具
体
的
に
、
包
括
的
に
提
言
を
行
い
、
と
り
わ
け
発
信
強
化
を

実
現
す
る
た
め
の
ポ
ッ
プ
・
カ
ル
チ
ャ
ー
の
活
用
、
国
際
社
会
に
お
け
る
有
識
者
層
の
論
調
形
成
へ
の
積
極
的
な
関
与
や
非
政
府
ア
ク
タ
ー

と
の
協
力
関
係
の
強
化
な
ど
の
点
が
挙
げ
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
重
要
対
象
地
域
と
し
て
は
、
中
国
や
韓
国
を
含
む
ア
ジ
ア
と
同
盟
国
で
あ
る

ア
メ
リ
カ
が
挙
げ
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
対
象
地
域
の
特
徴
を
捉
え
、
効
果
的
な
政
策
を
実
施
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
強
調
さ
れ
た
。
具
体
的

に
、
中
国
、
韓
国
な
ど
近
隣
諸
国
と
の
関
係
に
は
未
だ
歴
史
問
題
の
影
響
が
あ
り
、
相
互
理
解
を
通
じ
て
改
善
す
る
必
要
が
あ
り
、
市
民
レ

ベ
ル
で
の
交
流
が
進
み
、
相
互
理
解
が
あ
れ
ば
長
期
的
に
関
係
が
改
善
す
る
と
の
認
識
が
示
さ
れ
た
。
米
国
に
関
し
て
は
、
両
国
間
に
大
き

な
懸
案
が
な
い
た
め
、
交
流
が
空
洞
化
し
て
い
る
側
面
が
あ
り
、
中
国
が
存
在
感
を
高
め
る
中
、
米
国
の
有
識
者
の
対
日
関
心
が
、
と
り
わ
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日
本
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー

同
志
社
法
学　

六
八
巻
三
号�

二
四
九

一
〇
五
七

け
政
治
、
安
全
保
障
と
い
っ
た
分
野
に
お
い
て
相
対
的
に
低
下
し
た
こ
と
が
問
題
視
さ
れ
た
（
海
外
交
流
審
議
会
、
二
〇
〇
八
）。

　

外
交
環
境
の
変
化
と
行
政
改
革
に
よ
る
影
響
を
背
景
に
、
広
報
文
化
外
交
の
主
要
ア
ク
タ
ー
で
あ
る
外
務
省
広
報
文
化
交
流
部
と
独
立
行

政
法
人
国
際
交
流
基
金
は
そ
れ
ぞ
れ
自
ら
の
業
務
と
活
動
に
つ
い
て
議
論
し
て
お
り
、
新
し
い
時
代
に
お
け
る
Ｐ
Ｄ
の
あ
り
方
を
模
索
し
て

い
る
（
外
務
省
、
二
〇
一
二
ａ；

広
報
文
化
外
交
の
制
度
的
あ
り
方
に
関
す
る
有
識
者
懇
談
会
、
二
〇
一
二；

国
際
交
流
基
金
文
化
交
流
研

究
委
員
会
、
二
〇
一
〇
）。
二
〇
〇
九
年
に
決
定
し
た
国
際
交
流
基
金
第
二
期
中
期
計
画
（
二
〇
〇
七
年
四
月
︱
二
〇
一
二
年
三
月
）
は
引

き
続
き
業
務
の
合
理
化
、
効
率
化
を
目
指
し
つ
つ
、
前
述
し
た
提
言
を
受
け
、
ポ
ッ
プ
・
カ
ル
チ
ャ
ー
の
活
用
や
重
要
地
域
で
の
日
本
語
教

育
及
び
日
本
研
究
の
支
援
、
知
的
交
流
の
強
化
を
目
標
と
し
て
挙
げ
た
。
以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
二
〇
〇
〇
年
代
日
本
に
お
け
る
ソ
フ

ト
・
パ
ワ
ー
を
巡
る
議
論
が
盛
ん
に
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
広
報
文
化
外
交
の
概
念
が
徐
々
に
定
着
し
、
政
府
の
さ
ら
な
る
努
力
が
し
ば
し

ば
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
注
意
す
べ
き
は
こ
う
し
た
戦
略
性
が
強
調
さ
れ
る
中
、
非
政
府
ア
ク
タ
ー
の
役
割
と
自
律
性
が
決
し
て
軽
ん
じ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
点
で
あ
る
。
む
し
ろ
官
民
協
力
の
推
進
と
非
政
府
ア
ク
タ
ー
の
リ
ソ
ー
ス
を
活
用
す
る
こ
と
で
政
府
予
算
の
不
足
を

補
い
、
効
率
的
に
日
本
の
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
を
増
強
で
き
る
と
い
っ
た
観
点
か
ら
、
広
報
文
化
外
交
に
お
け
る
非
政
府
ア
ク
タ
ー
の
役
割
と

自
律
性
が
重
視
さ
れ
て
き
た
と
い
え
る
。
元
外
務
省
広
報
文
化
交
流
部
長
で
あ
る
近
藤
誠
一
が
二
〇
〇
五
年
に
外
交
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
寄
稿
し

た
論
文
に
お
い
て
、
政
府
の
機
能
変
化
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
論
じ
た
。
富
を
い
か
に
文
化
に
配
分
す
る
か
を
決
め
る
の
は
国
民
自
身
で

あ
り
、
政
府
が
す
べ
き
こ
と
は
そ
の
環
境
整
備
で
あ
り
、
国
民
が
判
断
を
す
る
た
め
の
適
切
な
情
報
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
の
場
の
提
供
で

あ
る
。
ま
た
、
文
化
交
流
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ハ
ブ
と
し
て
参
加
者
の
共
鳴
を
支
援
し
、
民
間
ア
ク
タ
ー
の
行
動
を
﹁
命
令
﹂、﹁
指
導
﹂
す

べ
き
で
は
な
い
。
具
体
的
に
は
、
政
府
の
役
割
は
税
制
や
入
国
管
理
制
度
な
ど
に
よ
り
、
文
化
の
創
造
や
流
れ
を
奨
励
し
、
邪
魔
を
し
な
い

こ
と
で
あ
る
（
近
藤
、
二
〇
〇
五
）。
さ
ら
に
、
当
時
広
報
文
化
交
流
部
長
で
あ
る
門
司
健
次
郎
は
二
〇
〇
九
年
の
寄
稿
に
お
い
て
、
文
化



（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
八
巻
三
号�

二
五
〇

日
本
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー

一
〇
五
八

外
交
が
政
治
経
済
だ
け
で
な
く
、
安
全
保
障
も
含
め
た
日
本
の
国
益
に
つ
な
が
る
と
の
認
識
を
示
し
、
中
国
や
韓
国
の
文
化
外
交
へ
の
資
源

投
入
に
よ
り
、
文
化
面
で
の
イ
メ
ー
ジ
競
争
が
厳
し
く
な
っ
た
と
し
つ
つ
も
、
文
化
外
交
を
単
に
国
の
イ
メ
ー
ジ
の
た
め
の
競
争
と
捉
え
る

の
が
適
切
で
は
な
い
と
述
べ
た
。
門
司
は
広
報
文
化
外
交
に
お
け
る
ポ
ッ
プ
・
カ
ル
チ
ャ
ー
の
影
響
力
を
説
明
し
、
政
府
が
外
交
力
強
化
す

る
た
め
に
直
接
文
化
の
振
興
と
支
援
を
行
う
の
で
は
な
く
、
圧
倒
的
な
集
客
力
を
持
つ
ポ
ッ
プ
・
カ
ル
チ
ャ
ー
の
力
を
借
り
る
、
非
政
府
ア

ク
タ
ー
と
の
協
力
的
な
姿
勢
を
強
調
し
た
（
門
司
、
二
〇
〇
九
）。

　

民
主
党
政
権
下
で
行
わ
れ
た
提
言
型
政
策
仕
分
け
を
受
け
、
外
務
省
が
広
報
文
化
外
交
の
戦
略
策
定
と
実
施
を
い
か
に
主
導
し
、
ど
の
よ

う
に
調
整
す
べ
き
か
に
つ
い
て
、
有
識
者
を
交
え
て
検
討
し
た
。
六
回
の
会
合
を
経
て
、
広
報
文
化
外
交
の
制
度
的
あ
り
方
に
関
す
る
有
識

者
懇
談
会
に
よ
る
最
終
報
告
﹁
三
・
一
一
後
の
広
報
文
化
外
交
﹂
が
二
〇
一
二
年
七
月
に
外
務
省
広
報
文
化
交
流
部
長
に
提
出
さ
れ
た）
₂₃
（

。
報

告
書
で
は
、
Ｐ
Ｄ
を
広
報
文
化
外
交
と
訳
し
、
広
報
文
化
外
交
が
直
面
し
て
い
た
現
状
と
抱
え
て
い
る
課
題
に
対
す
る
認
識
を
以
下
の
よ
う

に
説
明
し
た
。
第
一
に
、
政
治
の
混
乱
、
経
済
の
低
迷
、
財
政
の
危
機
、
少
子
高
齢
化
な
ど
の
問
題
、
そ
し
て
東
日
本
大
震
災
と
福
島
原
発

事
故
は
世
界
の
日
本
に
対
す
る
見
方
に
影
響
を
与
え
か
ね
な
い
た
め
、
海
外
に
お
け
る
好
意
的
な
日
本
観
を
維
持
す
る
た
め
に
、
日
本
に
つ

い
て
正
確
な
姿
を
伝
え
る
必
要
が
増
し
た
。
第
二
に
、
中
国
や
韓
国
な
ど
の
国
が
Ｐ
Ｄ
に
注
力
し
存
在
感
を
増
し
て
い
る
た
め
、
広
報
文
化

外
交
の
世
界
で
も
国
家
間
の
競
争
が
激
化
し
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
な
い
挑
戦
を
う
け
つ
つ
あ
る
日
本
に
と
っ
て
広
報
文
化
外
交
が
ま
す

ま
す
重
要
に
な
る
。
第
三
に
、
情
報
技
術
の
発
達
や
各
国
に
お
け
る
市
民
社
会
の
成
熟
を
背
景
に
、
一
般
市
民
が
外
交
政
策
に
大
き
な
影
響

を
与
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
第
四
に
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
大
学
、
財
団
、
企
業
な
ど
の
非
国
家
主
体
が
国
際
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
局
面
に
お
い
て
主

体
的
か
つ
能
動
的
に
活
動
す
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
多
様
な
非
国
家
主
体
と
交
わ
り
、
認
識
を
共
有
し
、
国
際
的
な
ア
ジ
ェ
ン
ダ
形
成
す

る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
（
広
報
文
化
外
交
の
制
度
的
あ
り
方
に
関
す
る
有
識
者
懇
談
会
、
二
〇
一
二
：
一
︱
二
）。
報
告
書
は
事
業

仕
分
け
に
よ
る
批
判
を
意
識
し
、
と
り
わ
け
短
期
的
な
効
率
を
求
め
る
こ
と
で
広
報
文
化
外
交
の
中
長
期
的
な
効
果
を
損
な
う
点
や
、
予
算
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・
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同
志
社
法
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六
八
巻
三
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二
五
一

一
〇
五
九

削
減
が
国
際
的
な
競
争
力
を
喪
失
さ
せ
る
危
険
性
に
対
し
、
疑
問
を
呈
し
、
対
応
の
必
要
性
を
強
調
し
た
。
そ
し
て
、
報
告
書
は
日
本
の
広

報
文
化
外
交
が
従
来
重
視
し
て
き
た
活
動
に
お
け
る
双
方
向
性
が
も
つ
意
義
を
再
確
認
し
、
広
報
文
化
外
交
は
業
務
を
民
間
に
ア
ウ
ト
ソ
ー

シ
ン
グ
す
る
の
で
は
な
く
、
多
様
な
非
政
府
ア
ク
タ
ー
と
協
力
関
係
を
強
化
し
、
協
働
性
を
担
保
す
る
意
義
を
強
調
し
た
。
さ
ら
に
報
告
書

は
従
来
の
議
論
を
踏
ま
え
、
広
報
文
化
外
交
に
携
わ
る
各
政
府
ア
ク
タ
ー
の
位
置
付
け
や
役
割
の
明
確
化
、
各
組
織
間
の
調
整
強
化
、
非
政

府
ア
ク
タ
ー
と
の
協
働
の
強
化
な
ど
を
提
案
し
た
（
広
報
文
化
外
交
の
制
度
的
あ
り
方
に
関
す
る
有
識
者
懇
談
会
、
二
〇
一
二
：
一
︱
二
）。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
の
変
化
や
中
国
の
台
頭
を
含
む
外
交
環
境
の
変
容
か
ら
す
れ
ば
、
台
頭
す
る
ラ
イ
バ
ル
と
の
競
争
関
係
を
意
識
し
、
対

応
策
を
強
調
し
た
の
は
自
然
な
反
応
で
あ
る
。
そ
し
て
、
日
本
国
内
政
治
、
経
済
、
社
会
の
変
動
と
い
う
背
景
を
考
え
れ
ば
、
従
来
行
わ
れ

て
き
た
広
報
文
化
外
交
の
意
義
と
今
後
そ
れ
を
強
化
す
る
重
要
性
を
強
調
し
た
の
は
不
思
議
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
議
論
か
ら
わ
か
る
よ
う

に
、
二
〇
一
〇
年
前
後
に
お
い
て
、
日
本
の
広
報
文
化
外
交
は
外
部
環
境
に
対
応
す
る
必
要
性
と
国
内
政
治
に
よ
る
効
率
性
の
追
求
と
い
う

深
刻
な
ジ
レ
ン
マ
を
抱
え
て
い
た
と
い
え
る
。
国
際
交
流
基
金
中
期
目
標
（
二
〇
一
二
年
四
月
︱
二
〇
一
七
年
三
月
）
で
は
、﹁
グ
ロ
ー
バ

ル
化
が
進
展
し
、
ま
た
、
新
興
国
を
始
め
と
し
た
国
々
の
世
界
に
お
け
る
存
在
感
が
高
ま
る
中
、
我
が
国
が
こ
れ
ま
で
に
築
い
て
き
た
国
際

社
会
の
信
頼
を
さ
ら
に
強
化
し
、
ま
た
国
際
社
会
に
お
け
る
我
が
国
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
維
持
し
、
高
め
る
こ
と
が
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て

い
る
﹂）
₂₄
（

と
の
認
識
が
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
詳
述
は
他
稿
に
譲
る
が
、
国
際
広
報
強
化
連
絡
会
議）
₂₅
（

の
開
催
な
ど
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
二
〇

一
二
年
に
発
足
し
た
安
倍
政
権
は
広
報
文
化
外
交
の
重
要
性
を
高
く
評
価
し
、組
織
の
改
革
と
戦
略
的
な
対
外
発
信
の
強
化
を
図
っ
て
い
る
。

お
わ
り
に

　

本
稿
は
一
九
七
〇
年
代
以
降
の
日
本
の
広
報
文
化
外
交
を
概
観
し
、
理
論
的
分
析
視
点
か
ら
広
報
文
化
外
交
の
概
念
変
容
を
検
証
し
た
。
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二
五
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日
本
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パ
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リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
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一
〇
六
〇

検
証
の
結
果
を
以
下
の
よ
う
に
示
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
ず
、
ネ
オ
・
リ
ア
リ
ズ
ム
の
視
点
か
ら
は
日
本
が
台
頭
す
る
中
国
に
対
応
す
る
た
め
広
報
文
化
外
交
を
重
視
し
、
活
用
す
る
理
由
を
、

と
り
わ
け
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
を
巡
る
競
争
の
視
点
か
ら
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
中
国
が
公
共
外
交
に
注
力
す
る
二
〇
〇
〇
年
代
中
盤
以

降
、
日
本
の
政
策
関
係
者
や
有
識
者
に
よ
る
議
論
に
お
い
て
、
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
や
文
化
的
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
相
対
的
評
価
に
関
す
る
問
題
意

識
が
強
く
な
っ
た
だ
け
で
な
く
、
ポ
ッ
プ
・
カ
ル
チ
ャ
ー
な
ど
新
た
な
文
化
資
源
を
動
員
し
、
戦
略
的
な
文
化
発
信
と
相
互
交
流
を
強
化
す

る
意
識
も
強
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
九
七
〇
年
代
か
ら
一
九
九
〇
年
代
に
か
け
て
、
日
本
は
徐
々
に
対
外
発
信
と
国
際
文
化
交
流

を
強
化
し
、
対
外
戦
略
の
一
環
と
し
て
捉
え
る
よ
う
に
な
る
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、
覇
権
国
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
バ
ラ
ン
シ
ン
グ
の

意
識
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
中
国
の
台
頭
が
加
速
す
る
二
〇
〇
〇
年
代
前
半
に
お
い
て
も
、
広
報
文
化
外
交
に
お
け
る
中
国
は
主
に
重
要
な

対
象
国
で
あ
っ
た
た
め
、
競
争
と
バ
ラ
ン
ス
オ
ブ
パ
ワ
ー
の
視
点
の
み
で
は
広
報
文
化
外
交
の
概
念
変
容
は
説
明
で
き
な
い
。

　

そ
し
て
、
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
ズ
ム
の
視
点
か
ら
す
れ
ば
、
日
本
は
戦
後
以
降
の
ア
メ
リ
カ
と
の
文
化
交
流
か
ら
広
報
文
化
交
流
の

重
要
性
と
実
施
方
法
を
学
習
し
て
き
た
こ
と
や
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
米
国
の
Ｐ
Ｄ
に
よ
り
影
響
を
受
け
、
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
と
い
う
概
念
が

浸
透
し
た
プ
ロ
セ
ス
と
そ
の
理
由
が
説
明
で
き
る
。
日
本
で
は
、
文
化
交
流
の
双
方
向
性
や
Ｐ
Ｄ
に
お
け
る
非
政
府
ア
ク
タ
ー
の
自
律
性
が

常
に
重
ん
じ
ら
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
、
対
外
広
報
と
国
際
文
化
交
流
が
広
報
文
化
交
流
の
概
念
に
再
統
合
さ
れ
た
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
も
同

様
で
あ
る
。
し
か
し
、
広
報
文
化
外
交
に
お
け
る
重
要
な
対
象
国
で
あ
り
パ
ー
ト
ナ
ー
で
も
あ
る
ア
メ
リ
カ
と
、
対
象
国
で
あ
り
ラ
イ
バ
ル

で
も
あ
る
中
国
に
対
す
る
位
置
づ
け
の
違
い
と
変
化
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
広
報
文
化
外
交
の
概
念
変
容
は
決
し
て
学
習
、
あ
る
い
は
理

念
の
受
容
の
み
に
よ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
外
交
環
境
の
変
化
だ
け
で
な
く
、
国
内
政
治
、
経
済
の
変
化
及
び
そ
れ
ら
の
変
化
に
対
す
る
認
識
を
分
析
射
程
に
入
れ
る
ネ
オ

ク
ラ
シ
カ
ル
・
リ
ア
リ
ズ
ム
の
視
点
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、
広
報
文
化
外
交
の
概
念
変
容
を
よ
り
重
層
的
に
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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三

一
〇
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一

　

一
九
七
〇
年
代
以
降
の
日
本
が
経
済
大
国
へ
と
変
貌
す
る
に
つ
れ
、
周
辺
諸
国
だ
け
で
な
く
、
同
じ
西
側
陣
営
の
先
進
諸
国
、
と
り
わ
け

米
国
に
よ
る
批
判
に
直
面
し
た
。
こ
れ
ら
の
批
判
を
緩
和
し
、
調
和
さ
れ
た
外
交
環
境
を
維
持
す
る
た
め
、
日
本
は
本
格
的
に
国
際
交
流
事

業
を
始
め
た
。
そ
し
て
、
一
九
八
〇
年
代
後
半
以
降
、
大
国
に
相
応
し
い
責
任
と
貢
献
が
求
め
ら
れ
る
中
、
軍
事
面
で
の
貢
献
が
限
ら
れ
て

い
た
日
本
は
文
化
面
で
の
国
際
協
調
、
国
際
貢
献
を
強
調
し
、
対
外
広
報
と
国
際
文
化
交
流
を
自
ら
の
対
外
戦
略
の
一
環
と
位
置
づ
け
、
注

力
す
る
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
、
一
九
九
〇
年
代
中
盤
以
降
、
国
内
の
非
政
府
ア
ク
タ
ー
が
果
た
し
得
る
役
割
が
拡
大
し
た
も
の
の
、
経
済

の
低
迷
に
影
響
さ
れ
、
広
報
文
化
外
交
に
動
員
で
き
る
資
源
に
厳
し
い
制
限
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
限
ら
れ
た
軍
事
的
、

経
済
的
資
源
の
代
わ
り
に
、
文
化
資
源
を
動
員
し
う
る
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
を
巡
る
議
論
と
広
報
文
化
外
交
の
意
義
が
一
層
注
目
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
、
国
内
外
環
境
が
激
し
く
変
化
す
る
中
、
日
本
の
広
報
文
化
外
交
は
戦
略
性
の
強
化
と
効
率
性

の
追
求
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
を
抱
え
る
よ
う
に
な
り
、
台
頭
す
る
ラ
イ
バ
ル
に
対
応
し
つ
つ
国
内
の
資
源
を
動
員
す
る
た
め
に
、
外
交
に
お
け

る
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
と
い
う
論
理
を
強
調
し
、
広
報
文
化
外
交
に
対
す
る
解
釈
を
調
整
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
従

来
意
図
的
に
使
い
分
け
ら
れ
て
い
た
広
報
と
国
際
文
化
交
流
は
Ｐ
Ｄ
・
広
報
文
化
外
交
に
統
合
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

本
稿
に
よ
る
検
証
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
日
本
の
広
報
文
化
外
交
の
概
念
変
容
に
は
、
独
自
の
特
徴
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
既
存
の
研
究

が
明
ら
か
に
し
て
き
た
こ
と
で
も
あ
る
。
他
方
、
本
稿
で
も
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
理
論
的
分
析
視
角
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
広
報

文
化
外
交
を
Ｐ
Ｄ
の
一
事
例
と
し
て
検
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
り
わ
け
広
報
文
化
外
交
の
概
念
変
容
に
存
在
す
る
普
遍
的
な
要
素
や
、

他
者
と
の
相
互
作
用
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
今
後
、
各
国
の
Ｐ
Ｄ
に
存
在
す
る
特
殊
性
だ
け
で
な
く
、

各
事
例
の
間
に
存
在
す
る
一
定
の
普
遍
性
を
検
証
し
う
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
1
）　

外
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w

.m
ofa.go.jp/m

ofaj/annai/honsho/sosiki/gaim
u.htm

l　
（
最
終
ア
ク
セ
ス
二
〇
一
五
年
九
月
五
日
）



（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
八
巻
三
号�

二
五
四

日
本
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー

一
〇
六
二

（
2
）　

理
論
的
分
析
視
点
の
選
択
と
詳
細
な
説
明
は
、
張
（
二
〇
一
五
）
第
Ⅱ
章
を
ご
参
照
。

（
3
）　

斎
木
千
九
郎
、
門
田
省
三
ほ
か
（
座
談
会
）﹁
二
年
目
に
歩
み
出
し
て
︱
基
金
の
活
動
と
展
望
︱
﹂、﹃
国
際
交
流
﹄
一
九
七
四
年
第
一
号
、
五
〇
︱
五
六
ペ
ー
ジ
。

（
4
）　
﹁
大
平
正
芳
内
閣
総
理
大
臣
の
メ
ル
ボ
ル
ン
に
お
け
る
演
説
﹂、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
﹃
世
界
と
日
本
﹄http://w

w
w

.ioc.u-tokyo.ac.jp/~
w

orldjpn/ 

（
最
終
ア
ク
セ
ス
二
〇
一

五
年
九
月
七
日
）

（
5
）　

外
交
青
書
二
六
号　

http://w
w

w
.m

ofa.go.jp/m
ofaj/gaiko/bluebook/1982/s57-1030500.htm

　
（
最
終
ア
ク
セ
ス
二
〇
一
五
年
九
月
七
日
）

（
6
）　

梅
棹
忠
夫
、
京
極
純
一
、
萩
原
延
壽
（
鼎
談
） ﹁
転
換
期
の
国
際
交
流
︱
国
際
社
会
に
お
い
て
、
名
誉
あ
る
地
位
を
占
め
た
い
と
思
ふ
﹂、﹃
国
際
交
流
﹄
一
九
八
七
年
第
四
四

号
、
四
︱
二
二
ペ
ー
ジ
。

（
7
）　

梅
棹
忠
夫
、
京
極
純
、
萩
原
延
壽
（
鼎
談
）、
同
上
、
一
三
ペ
ー
ジ
。

（
8
）　

楠
田
實
（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
） ﹁
二
一
世
紀
の
扉
を
開
く
鍵
︱
日
米
セ
ン
タ
ー
発
足
を
ふ
り
か
え
っ
て
﹂、﹃
国
際
交
流
﹄
一
九
九
二
年
第
六
〇
号
、
六
二
︱
七
三
ペ
ー
ジ
。

（
9
）　

本
間
長
世
、
島
田
晴
雄
、
小
島
明 （
鼎
談
） ﹁
グ
ロ
ー
バ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
確
立
に
向
け
て
、
日
米
関
係
の
再
構
築
を
︱
日
米
セ
ン
タ
ー
の
今
後
を
展
望
す
る
﹂、﹃
国

際
交
流
﹄
一
九
九
二
年
第
六
〇
号
、
七
四
︱
八
八
ペ
ー
ジ
。

（
10
）　

ジ
ェ
ラ
ル
ド
・
カ
ー
テ
ィ
ス
（
一
九
九
二
）﹁
日
米
セ
ン
タ
ー
を
通
じ
た
国
際
交
流
﹂、﹃
国
際
交
流
﹄
一
九
九
二
年
第
六
〇
号
、
八
九
︱
九
〇
ペ
ー
ジ
。

（
11
）　
﹁
国
際
交
流
基
金
ア
ジ
ア
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
﹂、﹃
国
際
交
流
﹄
一
九
九
五
年
第
六
九
号
、
一
〇
四
︱
一
〇
五
ペ
ー
ジ
。

（
12
）　
﹁﹃
平
和
友
好
交
流
計
画
﹄
に
関
す
る
村
山
内
閣
総
理
大
臣
の
談
話
﹂http://w

w
w

.m
ofa.go.jp/m

ofaj/area/taisen/m
urayam

a.htm
l

（
最
終
ア
ク
セ
ス
二
〇
一
五
年
九
月

三
〇
日
）

（
13
）　

橋
本
龍
太
郎
総
理
大
臣
に
よ
る
演
説
﹁
日
・
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
新
時
代
へ
の
革
命
︱
よ
り
深
く
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
﹂、﹃
外
交
青
書
﹄
第
四
一
号
、
一
八
六
︱
一
九
三
ペ
ー
ジ
。

（
14
）　
﹁﹃
日
本
︱
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
多
国
籍
文
化
ミ
ッ
シ
ョ
ン
﹄
︱
総
括
会
合
の
開
催
﹂、﹃
国
際
交
流
﹄
一
九
九
八
年
第
八
〇
号
、
八
〇
︱
八
五
ペ
ー
ジ
。

（
15
）　

行
政
改
革
会
議
第
一
四
回
（
一
九
九
七
年
五
月
二
一
）
議
事
概
要http://w

w
w

.kantei.go.jp/jp/gyokaku/0526dai14.htm
l

（
最
終
ア
ク
セ
ス
二
〇
一
五
年
一
〇
月
二
日
）

（
16
）　

外
務
省
説
明
資
料
（
五
月
一
四
日
、
二
一
日
）http://w

w
w

.kantei.go.jp/jp/gyokaku/gaim
u617.htm

l

（
最
終
ア
ク
セ
ス
二
〇
一
五
年
一
〇
月
二
日
）

（
17
）　
﹁
中
央
省
庁
等
改
革
基
本
法
﹂http://w

w
w

.kantei.go.jp/jp/gyokaku/980303houan.htm
l

（
最
終
ア
ク
セ
ス
二
〇
一
五
年
一
〇
月
二
日
）

（
18
）　
﹁
各
特
殊
法
人
等
の
事
業
及
び
組
織
形
態
に
つ
い
て
講
ず
べ
き
措
置
﹂http://w

w
w

.gyoukaku.go.jp/jim
ukyoku/tokusyu/gourika/tokushu.pdf

（
最
終
ア
ク
セ
ス
二

〇
一
五
年
一
〇
月
二
日
）

（
19
）　

藤
井
宏
昭
、
山
崎
正
和
、
米
本
昌
平
（
鼎
談
）﹁
新
し
い
時
代
の
文
化
と
は
︱
︱
﹃
や
ま
と
﹄
文
化
か
ら
﹃
日
本
﹄
文
化
へ
﹂、﹃
外
交
フ
ォ
ー
ラ
ム
﹄
二
〇
〇
〇
年
第
四
号
、
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）

日
本
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー

同
志
社
法
学　

六
八
巻
三
号�

二
五
五

一
〇
六
三

一
四
︱
二
三
ペ
ー
ジ；

藤
原
義
春
、
藤
井
宏
昭
、
本
間
長
世
（
鼎
談
）﹁
日
本
は
ど
う
い
う
﹃
力
﹄
を
も
っ
て
い
る
の
か
﹂、﹃
外
交
フ
ォ
ー
ラ
ム
﹄
二
〇
〇
一
年
第
一
号
、
一

二
︱
二
一
ペ
ー
ジ
。

（
20
）　

例
と
し
て
、
福
川
伸
次
、
藤
井
宏
昭
、
高
階
秀
爾
（
鼎
談
）﹁
日
本
人
は
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
を
も
っ
と
活
用
す
べ
き
﹂、﹃
外
交
フ
ォ
ー
ラ
ム
﹄
二
〇
〇
三
年
第
一
号
、
一
八
︱

二
七
ペ
ー
ジ；

近
藤
誠
一
、
田
所
昌
幸
、
杉
浦
勉
（
鼎
談
） ﹁
日
本
を
天
女
が
舞
い
降
り
た
く
な
る
国
に
︱
日
本
の
文
化
力
を
高
め
る
に
は
﹂、﹃
外
交
フ
ォ
ー
ラ
ム
﹄
二
〇
〇
四

年
第
六
号
、
二
四
︱
三
三
ペ
ー
ジ
。

（
21
）　

国
際
交
流
基
金
中
期
計
画
（
第
一
期
︱
第
三
期
）
及
び
各
年
度
計
画
は
国
際
交
流
基
金
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttps://w

w
w

.jpf.go.jp/j/about/adm
in/plan/

（
最
終
ア
ク
セ
ス

二
〇
一
五
年
一
〇
月
二
日
）
よ
り
確
認
。

（
22
）　
﹁
独
立
行
政
法
人
国
際
交
流
基
金
中
期
目
標
期
間
（
平
成
一
五
年
一
〇
月
︱
平
成
一
九
年
三
月
三
一
日
）
事
業
報
告
書
﹂https://w

w
w

.jpf.go.jp/j/about/adm
in/

evaluation/dl/m
id-term

_report.pdf

（
最
終
ア
ク
セ
ス
二
〇
一
五
年
一
〇
月
二
日
）
九
︱
一
〇
ペ
ー
ジ
。

（
23
）　

広
報
文
化
外
交
の
制
度
的
あ
り
方
に
関
す
る
有
識
者
懇
談
会
に
つ
い
てhttp://w

w
w

.m
ofa.go.jp/m

ofaj/gaiko/culture/kondankai1201/

（
最
終
ア
ク
セ
ス
二
〇
一
五

年
一
〇
月
二
日
）

（
24
）　

独
立
行
政
法
人
国
際
交
流
基
金
中
期
目
標http://w

w
w

.m
ofa.go.jp/m

ofaj/files/000014488.pdf

（
最
終
ア
ク
セ
ス
二
〇
一
五
年
一
〇
月
二
日
）

（
25
）　

国
際
広
報
強
化
連
絡
会
議
の
内
容
は
以
下
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
たhttp://w

w
w

.cas.go.jp/jp/seisaku/npu/policy04/archive07.htm
l

（
最
終
ア
ク
セ
ス
二
〇
一

五
年
一
〇
月
二
日
）

参
考
文
献

・
日
本
語
文
献

伊
藤
剛
（
二
〇
一
二
）、﹁
胡
錦
濤
政
権
と
新
思
考
外
交
の
挫
折
︱
二
〇
〇
三
︱
〇
五
年
﹂（
高
原
明
生　

服
部
龍
二
編
﹃
日
中
関
係
史　

一
九
七
二
︱
二
〇
一
二　

Ⅰ　

政
治
﹄
東

京
大
学
出
版
会
）、
四
一
七
︱
四
四
一
ペ
ー
ジ
。

井
上
正
也
（
二
〇
一
五
）、﹁
ア
ジ
ア
冷
戦
の
分
水
嶺
︱
一
九
六
〇
年
代
︱
﹂（
宮
城
大
蔵
編
﹃
戦
後
日
本
の
ア
ジ
ア
外
交
﹄
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）、
一
一
一
︱
一
四
一
ペ
ー
ジ
。

岡
眞
理
子
（
二
〇
一
二
）、﹁
国
際
交
流
基
金
と
文
化
外
交
﹂（
伊
藤
裕
夫
・
藤
井
慎
太
郎
編
﹃
芸
術
と
環
境
︱
劇
場
制
度
・
国
際
交
流
・
文
化
政
策
﹄
論
創
社
）、
一
九
四
︱
二
一
三

ペ
ー
ジ
。

小
熊
旭
、
川
島
真
（
二
〇
一
二
）、﹁
第
二
章　
﹁
大
平
学
校
﹂
と
は
何
か
（
一
九
八
〇
年
）
︱
日
中
知
的
交
流
事
業
の
紆
余
曲
折
﹂（
園
田
茂
人
編
﹃
日
中
関
係
史　

一
九
七
二
︱
二



（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
八
巻
三
号�

二
五
六

日
本
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー

一
〇
六
四

〇
一
二　

Ⅲ　

社
会
・
文
化
﹄
東
京
大
学
出
版
会
）、
五
三
︱
八
〇
ペ
ー
ジ
。

霞
山
会
（
一
九
九
三
）、﹃
日
中
関
係
基
本
資
料
集　

一
九
七
〇
年
︱
一
九
九
二
年
﹄
財
団
法
人
霞
山
会
。

金
子
将
史
（
二
〇
〇
七
）、﹁
日
本
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
﹂（
金
子
将
史
、
北
野
充
編
﹃
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
︱
﹁
世
論
の
時
代
﹂
の
外
交
戦
略
︱
﹄
Ｐ

Ｈ
Ｐ
研
究
所
）、
一
八
三
︱
二
三
〇
ペ
ー
ジ
。

金
子
将
史
（
二
〇
一
四
）、﹁
転
換
期
を
迎
え
る
日
本
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
﹂﹃
国
際
問
題
﹄
第
六
三
五
号
、
三
八
︱
四
八
ペ
ー
ジ
。

金
子
将
史
、
北
野
充
編
（
二
〇
〇
七
）、﹃
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
︱
﹁
世
論
の
時
代
﹂
の
外
交
戦
略
︱
﹄
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
。

金
子
将
史
、
北
野
充
編
（
二
〇
一
四
）、﹃
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
戦
略
︱
イ
メ
ー
ジ
を
競
う
国
家
間
ゲ
ー
ム
に
い
か
に
勝
利
す
る
か
﹄
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
。

加
茂
具
樹
（
二
〇
一
二
）、﹁
小
泉
内
閣
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
高
揚
︱
二
〇
〇
一
︱
〇
二
年
﹂（
高
原
明
生　

服
部
龍
二
編
﹃
日
中
関
係
史　

一
九
七
二
︱
二
〇
一
二　

Ⅰ　

政
治
﹄

東
京
大
学
出
版
会
）、
三
七
一
︱
四
一
五
ペ
ー
ジ
。

楠
綾
子
（
二
〇
一
五
）、﹁
国
際
交
流
基
金
の
設
立
︱
日
米
関
係
の
危
機
と
日
本
外
交
の
意
識
変
容
﹂（
福
永
文
夫
編
﹃
第
二
の
﹁
戦
後
﹂
の
形
成
過
程
︱
一
九
七
〇
年
代
の
政
治
的
・

外
交
的
再
編
﹄
有
斐
閣
）、
八
九
︱
一
一
八
ペ
ー
ジ
。

栗
山
尚
一
（
一
九
九
〇
）、﹁
激
動
の
九
〇
年
代
と
日
本
外
交
の
新
展
開
︱
新
し
い
国
際
秩
序
構
築
へ
の
積
極
的
な
貢
献
の
た
め
に
﹂、﹃
外
交
フ
ォ
ー
ラ
ム
﹄
一
九
九
〇
年
第
五
号
、

一
二
︱
二
一
ペ
ー
ジ
。

国
際
交
流
基
金
一
五
年
史
編
纂
委
員
会
（
一
九
九
〇
）、﹃
国
際
交
流
基
金
一
五
年
の
あ
ゆ
み
﹄
国
際
交
流
基
金
。

国
際
交
流
基
金
三
〇
年
史
編
纂
室
編
（
二
〇
〇
六
）、﹃
国
際
交
流
基
金
三
〇
年
の
あ
ゆ
み
﹄
国
際
交
流
基
金
。

国
際
交
流
研
究
会
（
二
〇
〇
三
）、﹁
新
た
な
時
代
の
外
交
と
国
際
交
流
の
新
た
な
役
割
︱
世
界
世
論
形
成
へ
の
日
本
の
本
格
的
参
画
を
目
指
し
て
︱
﹂
国
際
交
流
基
金
。

近
藤
誠
一
（
二
〇
〇
五
）、﹁
日
本
の
文
化
外
交
戦
略
︱
文
化
外
交
の
最
前
線
で
考
え
た
こ
と
﹂、﹃
外
交
フ
ォ
ー
ラ
ム
﹄
二
〇
〇
五
年
第
一
二
号
、
二
二
︱
二
七
ペ
ー
ジ
。

杉
山
恭
（
一
九
八
四
）、﹁
わ
が
国
に
お
け
る
文
化
交
流
の
現
状
﹂（
斎
藤
眞
、
杉
山
恭
、
馬
場
伸
也
、
平
野
健
一
郎
編
﹃
国
際
関
係
に
お
け
る
文
化
交
流
﹄
日
本
国
際
問
題
研
究
所
）、

二
五
︱
六
〇
ペ
ー
ジ
。

戦
後
日
本
国
際
文
化
交
流
研
究
会
（
二
〇
〇
五
）、﹁
第
一
章　

戦
後
日
本
の
国
際
文
化
交
流
﹂（
平
野
健
一
郎
監
修
、﹃
戦
後
日
本
の
国
際
文
化
交
流
﹄
勁
草
書
房
）、
三
︱
三
二
ペ

ー
ジ
。

総
務
庁
行
政
監
察
局
編
（
一
九
九
一
）、﹃
国
際
文
化
交
流
の
現
状
と
課
題
︱
︱
総
務
庁
の
行
政
監
察
結
果
か
ら
﹄
大
蔵
省
印
刷
局
。

高
原
明
生
、
服
部
龍
二
編
（
二
〇
一
二
）、﹃
日
中
関
係
史　

一
九
七
二
︱
二
〇
一
二　

Ⅰ　

政
治
﹄
東
京
大
学
出
版
会
。
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日
本
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー

同
志
社
法
学　

六
八
巻
三
号�

二
五
七

一
〇
六
五

竹
中
平
蔵
（
一
九
九
九
）、﹃
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
︱
︱
二
一
世
紀
・
日
本
の
見
取
り
図
﹄
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
。

田
中
明
彦
（
一
九
九
一
）、﹃
日
中
関
係
一
九
四
五
︱
一
九
九
〇
﹄
東
京
大
学
出
版
会
。

田
中
明
彦
、
田
所
昌
幸
（
二
〇
〇
八
）、﹁
新
自
由
主
義
の
時
代
一
九
八
〇
年
代
﹂（
五
百
旗
頭
真
編
﹃
日
米
関
係
史
﹄
有
斐
閣
）、
二
六
一
︱
二
八
七
ペ
ー
ジ
。

田
中
明
彦
（
二
〇
一
〇
）、﹁
日
本
外
交
に
お
け
る
ア
ジ
ア
太
平
洋
﹂（
渡
邊
昭
夫
編
﹃
ア
ジ
ア
太
平
洋
と
新
し
い
地
域
主
義
の
展
開
﹄
千
倉
書
房
）、
三
五
七
︱
三
七
八
ペ
ー
ジ
。

張
雪
斌
（
二
〇
一
二
）、﹁
対
外
政
策
に
お
け
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
役
割
と
そ
の
限
界
﹂、﹃
同
志
社
法
学
﹄
第
三
五
二
号
、
四
七
︱
一
一
七
ペ
ー
ジ
。

張
雪
斌
（
二
〇
一
五
）、﹁
台
頭
す
る
中
国
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
（
公
共
外
交
）
︱
概
念
の
変
容
を
促
す
要
因
﹂、﹃
ア
ジ
ア
研
究
﹄
第
六
一
卷
七
号
、
一
八
︱
三
七
ペ

ー
ジ
。

ジ
ョ
セ
フ
・
Ｓ
・
ナ
イ
（
一
九
九
〇
）、﹃
不
滅
の
大
国
ア
メ
リ
カ
﹄
読
売
新
聞
社
。

ジ
ョ
セ
フ
・
Ｓ
・
ナ
イ
（
二
〇
〇
二
）、﹃
ア
メ
リ
カ
へ
の
警
告
︱
︱
二
一
世
紀
国
際
政
治
の
パ
ワ
ー
・
ゲ
ー
ム
﹄
日
本
経
済
新
聞
社
。

ジ
ョ
セ
フ
・
Ｓ
・
ナ
イ
（
二
〇
〇
四
）、﹃
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
︱
二
一
世
紀
国
際
政
治
を
制
す
る
見
え
ざ
る
力
﹄（
山
岡
洋
一
訳
、
原
著
二
〇
〇
四
年
発
行
）
日
本
経
済
新
聞
出
版
社
。

ジ
ョ
セ
フ
・
Ｓ
・
ナ
イ
（
二
〇
一
一
）、﹃
ス
マ
ー
ト
・
パ
ワ
ー
﹄（
山
岡
洋
一
、
藤
島
京
子
訳
、
原
著
二
〇
一
一
年
発
行
）
日
本
経
済
新
聞
出
版
社
。

福
田
赳
夫
（
一
九
八
七
）、﹁
立
志
の
齢
を
祝
し
て
﹂﹃
国
際
交
流
﹄
一
九
八
七
年
第
四
四
号
、
二
︱
三
ペ
ー
ジ
。

松
村
正
義
（
二
〇
〇
二
）、﹃
国
際
交
流
史
︱
近
現
代
日
本
の
広
報
文
化
外
交
と
民
間
交
流
︱
﹄
地
人
館
。

宮
地
大
蔵
（
二
〇
一
三
）、﹁
ア
ジ
ア
の
変
容
と
日
本
外
交
﹂（
波
多
野
澄
雄
編
﹃
日
本
の
外
交
第
二
巻　

外
交
史－

戦
後
編
﹄
岩
波
書
店
）、
一
四
五
︱
一
六
八
ペ
ー
ジ
。

牟
倫
海
（
二
〇
一
六
）﹃
戦
後
日
本
の
対
外
文
化
政
策
︱
一
九
五
二
年
か
ら
七
二
年
に
お
け
る
再
編
成
の
模
索
﹄
早
稲
田
大
学
出
版
部
。

門
司
健
次
郎
（
二
〇
〇
九
）、﹁
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
で
売
り
込
む
﹃
日
本
﹄﹂、﹃
外
交
フ
ォ
ー
ラ
ム
﹄
二
〇
〇
九
年
第
七
号
、
三
四
︱
三
八
ペ
ー
ジ
。

和
田
純
（
二
〇
〇
四
）、﹁
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
本
の
国
際
文
化
交
流
と
文
化
外
交
︱
戦
後
日
本
の
政
府
機
関
の
活
動
と
課
題
﹂（
添
谷
芳
秀
、
田
所
昌
幸
編
﹃
日
本
の
東
ア
ジ
ア

構
想
﹄
慶
應
大
学
出
版
会
）、
五
九
︱
一
〇
九
ペ
ー
ジ
。

・
日
本
語
資
料

海
外
交
流
審
議
会
（
二
〇
〇
七
）、﹁
日
本
の
発
信
力
強
化
の
た
め
の
五
つ
の
提
言
﹂http://w

w
w

.m
ofa.go.jp/m

ofaj/annai/shingikai/koryu/pdfs/h18_teigen.pdf

（
最
終
ア

ク
セ
ス
二
〇
一
二
年
六
月
二
五
日
）。

海
外
交
流
審
議
会
（
二
〇
〇
八
）、
答
申
﹁
我
が
国
の
発
信
力
強
化
の
た
め
の
施
策
と
体
制
︱
﹁
日
本
﹂
の
理
解
者
と
フ
ァ
ン
を
増
や
す
た
め
に
︱
﹂http://w

w
w

.m
ofa.go.jp/
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同
志
社
法
学　

六
八
巻
三
号�

二
五
八

日
本
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー

一
〇
六
六

m
ofaj/annai/shingikai/koryu/pdfs/toshin_ts.pdf

（
最
終
ア
ク
セ
ス
二
〇
一
二
年
六
月
二
五
日
）。

外
務
省
、（
二
〇
一
二
ａ
）﹁
広
報
文
化
外
交
の
制
度
的
あ
り
方
に
関
す
る
有
識
者
懇
談
会
に
つ
い
て
﹂http://w

w
w

.m
ofa.go.jp/m

ofaj/gaiko/culture/kondankai1201/index.

htm
l

、（
最
終
ア
ク
セ
ス
二
〇
一
二
年
六
月
二
五
日
）。

外
務
省
、（
二
〇
一
二
ｂ
）、﹁
日
中
交
流
支
援
事
業
﹂、http://w

w
w

.m
ofa.go.jp/m

ofaj/area/china/jc_boshu.htm
l

（
二
〇
一
二
年
九
月
一
四
日
最
終
ア
ク
セ
ス
）。

広
報
文
化
外
交
の
制
度
的
あ
り
方
に
関
す
る
有
識
者
懇
談
会
（
二
〇
一
二
）、﹁
三
・
一
一
後
の
広
報
文
化
外
交
﹂、http://w

w
w

.m
ofa.go.jp/m

ofaj/gaiko/culture/kondankai 

1201/pdfs/saisyu_hokokusho2.pdf

（
最
終
ア
ク
セ
ス
二
〇
一
二
年
八
月
二
五
日
）。

外
務
省
﹃
外
交
青
書
（
わ
が
外
交
の
近
況
）﹄
各
年
度
版
。

国
際
文
化
交
流
に
関
す
る
懇
談
会
（
一
九
九
四
）、﹁
新
し
い
時
代
の
国
際
文
化
交
流
﹂、﹃
国
際
交
流
﹄
一
九
九
四
年
第
六
四
号
、
八
四
︱
九
〇
ペ
ー
ジ
。

国
際
交
流
研
究
会
（
二
〇
〇
三
）、﹁
新
た
な
時
代
の
外
交
と
国
際
交
流
の
新
た
な
役
割
︱
世
界
世
論
形
成
へ
の
日
本
の
本
格
的
参
加
を
目
指
し
て
︱
﹂、http://w

w
w

.jpf.go.jp/j/

about/survey/kkk/all.pdf

（
最
終
ア
ク
セ
ス
二
〇
一
二
年
二
月
二
二
日
）。

国
際
交
流
基
金
文
化
交
流
研
究
委
員
会
（
二
〇
一
〇
）、﹁
二
一
世
紀
、
新
し
い
文
化
交
流
を
﹂、http://w

w
w

.jpf.go.jp/j/about/survey/bkk/pdf/2010.pdf

（
最
終
ア
ク
セ
ス
二

〇
一
二
年
一
一
月
二
二
日
）。

国
際
文
化
交
流
懇
談
会
（
二
〇
〇
三
）﹁
今
後
の
国
際
文
化
交
流
の
推
進
に
つ
い
て
﹂。

国
際
文
化
交
流
推
進
会
議
（
一
九
八
九
年
ａ
）﹁
国
際
文
化
交
流
に
関
す
る
懇
談
会
報
告
﹂。

国
際
文
化
交
流
推
進
会
議
（
一
九
八
九
年
ｂ
）﹁
国
際
文
化
交
流
行
動
計
画
﹂。

二
一
世
紀
日
本
の
構
想
懇
談
会
（
二
〇
〇
〇
）﹃
日
本
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
は
日
本
の
中
に
あ
る
︱
自
律
と
協
治
で
築
く
新
世
紀
﹄、http://w

w
w

.kantei.go.jp/jp/21century/

houkokusyo/index1.htm
l

（
最
終
ア
ク
セ
ス
二
〇
一
五
年
一
〇
月
二
日
）。

文
化
外
交
の
推
進
に
関
す
る
懇
談
会
（
二
〇
〇
四
）、﹁﹃
文
化
交
流
の
平
和
国
家
﹄
日
本
の
創
造
を
﹂、http://w

w
w

.kantei.go.jp/jp/singi/bunka/kettei/050711houkoku.pdf

（
最
終
ア
ク
セ
ス
二
〇
一
二
年
二
月
二
二
日
）。

文
化
発
信
戦
略
に
関
す
る
懇
談
会
（
二
〇
〇
九
）﹁
日
本
文
化
へ
の
理
解
と
関
心
を
高
め
る
た
め
の
文
化
発
信
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
﹂。
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